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１．「文化芸術」とは？  

 本計画は、真庭市として「文化芸術」を推進する方策を定めるものです。最初に「文化芸術」とは

何か、整理しておきます。文化と芸術は、しばしば混同して使われることもありますが、その本質に

は違いがあります。 

まず、文化は、集団（国、地域、民族、社会など）が共有する生活様式や価値観、思考様式、習

慣、知識、技術、制度の総体と定義されてきました。人びとはそうした文化に価値を認め、集団への

帰属意識や誇りをもつ基盤にもなっています。しかし、集団で共有された文化は、ときに個人の自由

を妨げることもあります。たとえば、伝統的なしきたりや礼儀作法、道徳などの文化は、集団に秩序

をもたらし、社会機能を維持する一方で、個人の考え方や行動を縛ることもあるのです。 

 芸術も、人間活動により創り出されたものであり、文化を形成する要素の一部といえます。ただし

芸術は、文化と違い、個人としての表現者（芸術家）のもつ思想や感情、美意識を表現・創造する活

動やその作品を指しています。文化が集団に共有されるものであるとしたら、芸術は個人の個性が強

調される営みなのです。 

こうした文化と芸術は、歴史のなかで相互に影響を与え、密接な関係をつくりあげてきました。

芸術家の作品は、その属する文化（社会の価値観、歴史、技術、美意識）に大きな影響を受けていま

す。芸術は文化という土壌から生まれ、文化の一部となって歴史に刻まれてきたのです。 

 しかし芸術は、ときに文化に「問い」を投げかける存在でもあります。独創的な芸術は、既存の価

値観や常識といった文化的な枠組みに挑戦し、批判的な視点を提供します。こうした芸術が提起する

あらたな視点によって、社会や文化は大きく変化してきました。芸術は文化に「あらたな体験」をも

たらすものなのです。それまでにない斬新な表現手法やジャンルは、人びとの感性を刺激し、生活様

式や思考様式、ひいては文化全体を豊かにする原動力になります。 

真庭市は、こうした芸術と文化とのダイナミックな関係をふまえて、芸術文化のもつ力を地域に暮

らす人びとが豊かなライフスタイルを手にするために活かしたいと考えています。 

 

本計画では、「文化」を共有された社会の土壌であり、「芸術」を個人の思想

や感性にもとづくあらたな問いかけや創造力ととらえます。芸術は文化から生ま

れると同時に、既存の枠組みに問いを投げかけ、社会を豊かにする原動力となり

ます。真庭市はこの両者のダイナミックな関係性を活かし、未来に向けた独自の

「真庭ライフスタイル」を提案していきます。 

（はじめに） 
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２．なぜ真庭市が文化芸術振興を推進するのか 

 真庭市は、文化芸術の振興が持続可能で質の高い地域社会を築くために不可欠な公共政策だと考え

ています。真庭市が文化芸術を振興する理由としては、以下の 3 点を挙げることができます。 

(1)精神的豊かさと人間性の涵養 (文化的価値) 

生きる喜びと心の安定: 芸術体験は、人びとに感動、安らぎ、共感をもたらし、生活の質 

(Quality of Life) を向上させます。これは、物質的な豊かさだけでは得られない、市民の精神的

な健康に直結します。 

多様性と創造性の育成: 芸術活動を通じて、他者の視点や多様な表現にふれることは、寛容性や

想像力、創造性といった、複雑な現代社会を生き抜くために必要な人間力を育みます。 

(2)地域アイデンティティの確立と地域間交流 (社会的価値) 

地域文化の再認識と誇り: 地域にねざした文化（祭り、伝統工芸、歴史的景観）や、その地で生 

まれる芸術を振興することは、市民の郷土愛と地域アイデンティティ（真庭らしさ）を醸成し、

コミュニティの結束力を高めます。 

交流人口の増加と魅力向上: 独自の文化芸術活動や施設は、地域外からの訪問者（観光客）を呼

び込む地域の魅力的な資源となります。これにより、地域間交流が活性化し、経済的な波及効果

も期待できます。（ソフトパワーとしての活用） 

(3)教育・福祉・都市再生への寄与 (政策連携価値) 

 教育効果: 真庭市を含め、日本全体で少子高齢化と急激な人口減少が進行しています。2100 年

には人口が半減、高齢化率も上昇し続ける推計です。この構造変化を前提に、未来を見据えた慎

重な検討と適切な対応が求められています1。真庭市でも少子、人口減少問題を真摯に受け止

め、「こどもまんなか」2の視点により、学校教育や生涯学習の場に文化芸術を取り入れることで

施策に反映させ、感性豊かな人材の育成に貢献するとともに、こどもや若者が郷土愛を育めるよ

うな環境づくりを推進します。 

福祉・医療への応用: 音楽療法やアートセラピーなど、芸術活動は高齢者や障がい者の生活の質

の向上に役立つことが知られており、高齢者の生きがいづくりや障がい者アートの振興などを進

めていきます。 

都市・地域デザイン: 文化施設（図書館、美術館、ホール）は、地域住民が集い、交流するまち 

づくりの核となり、創造的な都市空間の形成に貢献します。真庭市では「公共施設等総合管理計

画」に基づいて適正な維持管理や補修を計画的に行い、安全・安心な施設運営を目指します。 

 

 
1 「第３次真庭市総合計画（令和 7年度～令和 11年度）改訂版」(令和 7年(2025年)３月策定)p5 第１章

序論「真庭市を取り巻く環境の変化  少子高齢化と急激な人口減少の進行」参照 

2 真庭市の「こどもまんなか」とは、国が掲げる「こどもまんなか社会」の実現を地域に根ざした形で進

める取組で、真庭市総合計画で示される「多彩で豊かな真庭の生活（真庭ライフスタイル）」の実現に基

づき、こどもたちが家庭や地域の中でかけがえのない存在として尊重され、自らの価値を認めながら成長

できるまちを目指します。（「真庭市こども計画」令和７年（2025 年）３月策定）p62 第４章 計画の基

本的な考え方 第１節 基本理念 参照） 
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以上のように、真庭市は、豊かな自然や歴史にもとづいた「文化」を背景として、そこから生まれ

る鑑賞者や表現者による「芸術」の体験や創造を支援することが、真庭独自の持続可能な魅力ある地

域社会の形成につながると考えます。そして本計画をもとに、いま、そして未来にこの地域で暮らす

人びとへのメッセージとして、「真庭ライフスタイル」を提案していきます。 

 

第1章 計画策定にあたって 

１．計画策定の背景と目的 

(1)社会状況の変化 

令和２年(2020 年)に国内でまん延した新型コロナウイルス感染症の影響、少子高齢化と地

域社会の変化、デジタル化(DX を含む)の急速な進展、多様性の尊重とグローバル化、ウェル

ビーイングへの関心の高まりといった社会状況の変化は、文化芸術の価値を「心の豊かさ」や

「地域社会の基盤」として再認識させる契機となりました3。 

(2)国の動向 

文化芸術基本法4にもとづき策定された第 2 期「文化芸術推進基本計画」（令和 5 年度(2023

年度)〜）は、文化芸術は単なる娯楽や趣味の域を超え、「心豊かで多様性と活力のある社会を

形成する源泉」と位置づけ、この方向性にもとづいて、観光、まちづくり、国際交流、福祉、

教育、産業など異分野との緊密な連携による多⾓的な価値創出を通じて、我が国社会の持続的

な発展が期待されるとしています5。この計画の注目すべき点は、文化芸術を振興するだけで

はなく、文化芸術がもつ「社会を変える力」を重視していることです。 

 

(3)真庭市の方向性（総合計画の理念） 

第 3 次真庭市総合計画（令和 7 年度〜令和 11 年度）では、計画推進の柱としている「にぎ

わいにあふれ豊かさを実感できる真庭」の施策の方向性の一つである「文化を楽しめる環境の

整備」のために、以下の目標を定めました。①「文化芸術に親しむ環境づくりを推進し、地域

住民が芸術を⾝近に感じられるようにするとともに、文化財の継承と保存に努め、歴史的価値

を次世代に伝える取組を推進」。②「共生社会に配慮した文化施設の運営を行い、誰もが利用

 
3 「⽂化芸術推進基本計画（第２期）−価値創造と社会・経済の活性化−」（令和 5年（2023年）3月策

定）のなかで、文化芸術は「⼼豊かで多様性と活⼒のある社会を形成する源泉となるものである。また、

地域社会の基盤を形成し、人々の⽣活の礎となり、彩りと潤いを与えるもの」（p2「前文」）また、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、人びとの対面での交流が制限されたことで、逆に文化芸術は「人々に

安らぎと勇気、明⽇への希望を与えるものとして、その本質的価値が改めて世界中で認識」（p2「前文」）

され、さらにデジタル化の進展が文化芸術の鑑賞機会を広げ、「持続可能性やウェルビーイングといった

価値観が普及するとともに、改めて⽂化芸術の持つ本質的及び社会的・経済的価値の重要性が再認識」さ

れました(p5～p7「第１ 我が国の⽂化芸術を取り巻く状況」参照)。 

4 「文化芸術基本法」平成 13年(2001年)12月施行 
5 前出 注３参照 
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しやすい環境づくりに取り組むとともに、芸術文化を通じた交流の創出により、文化的価値の

向上を図る」。これらを実現するために、5 つの重点施策を掲げました6。 

【真庭市総合計画における文化芸術の重点施策】 

●文化芸術に親しむ環境づくり 

●文化(文化財)の継承と保存 

●多様性を尊重した文化施設の運営 

●文化芸術による交流の創出 

●部活動地域展開の円滑な推進 

  (4)本計画の目的 

今回の「真庭市文化芸術推進計画」は、第 3 次真庭市総合計画の理念に基づき、文化芸術の

力によって真庭で暮らす人びとの心の豊かさと多様なつながりを育み、世代や地域を超えた交流

を広げながら、市民一人ひとりが自分らしい「真庭ライフスタイル」を実現できるように策定す

るものです。  

２. 計画の位置づけと計画期間、文化芸術の範囲 

   (1)計画の位置づけ 

本計画は、「文化芸術基本法(平成 13 年法律 148 号)」において、その地方の実情に即して定める

「地方文化芸術推進基本計画」7と規定されています。また真庭市の最上位計画である「第３次真庭

市総合計画（令和 7 年度〜令和 11 年度）改訂版」にもとづき、関連する真庭市総合教育大綱、真庭

市教育振興基本計画と整合性をとりながら、本市の文化芸術の施策を推進する分野別計画として位置

づけます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6 前出「第３次真庭市総合計画（令和 7年度～令和 11年度）改訂版」p55 第 3章 基本計画「施策の⽅向

性④：⽂化を楽しめる環境の整備」参照 

7 「文化芸術基本法(平成 13年法律 148号)」第 7条の 2（地方文化芸術推進基本計画）「１.都道府県及び

市町村の教育委員会（※長が事務を行う場合はその長）は、文化芸術推進基本計画を参酌して、その地方

の実情に即した文化芸術の推進に関する計画（以下「地方文化芸術推進基本計画」という）を定めるよう

努めるものとする。」 
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(2)計画期間 

本計画の計画期間は令和 8 年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの 5 年間

とします。 

また、計画策定の最終年にあたる令和 12 年度（2030 年度）には、これまでの施策の実施状況

や社会情勢の変化を踏まえ、計画全体の見直しを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3)文化芸術の範囲 

本計画における文化芸術の範囲は、下記のとおり「文化芸術基本法」8に規定する対象範囲と

し、市民が主体となって行う文化芸術活動を広く含むものとします。 

・文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術 

・映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその他の電子機器等を利用した芸術（メ 

ディア芸術） 

・雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踊その他の我が国古来の伝統的な芸能 

・講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能(伝統芸能を除く。) 

・生活文化(茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化をいう。)  

・囲碁、将棋、その他の国民的娯楽  

・出版物、レコード等  

・有形及び無形の文化財並びにその保存技術と活用 

・地域固有の伝統芸能及び民俗芸能(地域の人びとによって行われる民俗的な芸能をいう。) 

 

 
8 「文化芸術基本法(平成 13年法律 148号)」第８条から第 14条の規定による。 
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第2章 これまでの取組状況と課題 

1. 第 3 次計画期間（2021-2025）における具体的取組 

第 3 次計画期間においては、真庭市のもつ豊かな自然と歴史的背景を礎に、市民の主体的な

活動と行政による振興施策が相互に作用し、多様な文化芸術活動が展開されました。 

(1)地域の伝承文化や市民みずからが作り楽しむ文化芸術活動 

市民が主役となる活動は、個人の自己実現にとどまらず、地域コミュニティの活性化や郷土

愛の醸成に大きく寄与しました。 

・音楽・美術の展開と SNS の活用 ：「真庭音楽祭」や「真庭コーラスフェスティバル」といっ

た市民参加型の音楽イベントが定着し、世代を超えた交流の場となりました。美術分野で

は、市展や工芸展に加え、「杜のアート展」や「灯心会作品展」、さらに「版画寺」として知

られる毎来寺や私設ギャラリーでの展示など、日常の空間にアートが溶け込む風景が見られ

ました。また、写真分野ではサークル活動に加え、SNS を活用した「りんくるライン散

走」など、現代的な手法を取り入れた発信も行われました。 

・舞踊・演劇・メディア芸術の多様化： 伝統的な日本舞踊から、地域史を題材とした「山中一

揆劇団」、多世代が輝くシニアミュージカルまで、幅広い表現活動が展開されました。とく

に勝山高校でのダンス部創設や市内のダンス教室の活況は、若年層の表現意欲の向上を示し

ています。映像分野では中央図書館での「月イチ映画祭」や映画ワークショップ、山﨑樹一

郎監督作品の上映、ビクトリィシアターでの映画上映、フィンランド映画祭の開催など、映

画を軸とした独自の文化圏が形成されました。 

・伝統芸能・生活文化の継承：「備中神楽」や「大宮踊」、「吉念仏踊」各地の盆踊りやだんじ

り、神輿といった民俗芸能・祭礼は、地域のアイデンティティをささえる根幹として守り継

がれています。あわせて、茶道、華道、書道といった生活文化の研鑽や、貴重な文化財の保

護・継承活動も継続的に行われました。 

(2)市の文化振興事業 

行政側も、質の高い鑑賞機会の提供と、持続可能な活動環境の整備に努めました。 

・文化振興・体験事業の推進：「GREENable HIRUZEN（蒜山ミュージアム）」での企画展や、

令和 6 年（2024 年）に開催された「森の芸術祭 晴れの国・岡山」への参画、市制 20 周

年記念事業などを通じ、国内外の優れたアートにふれる機会を創出しました。また、学校等

へのアウトリーチ事業や岡山フィルハーモニック管弦楽団との連携、創造都市ネットワーク

への参画により、次世代の育成と都市間の文化交流を促進しました。 

・支援体制と地域展開：文化連盟への補助や「真庭音楽祭」への支援を通じて、市民の自主的な

活動を資金・運営の両面からバックアップしました。また、近年の教育環境の変化に合わ

せ、部活動の地域展開（地域クラブ化）を見据えた取り組みも進められています。 

・文化振興施設の管理運営と活用：エスパスセンターを中核とし、各地域の文化センターや公民

館、さらに「旧遷喬尋常小学校」「勝山文化往来館ひしお」「蒜山郷土博物館」といった歴史

的・象徴的施設を拠点として活用しました。。これらの施設は、それぞれの個性を生かした

様々な分野で、活動の場、発信の場など地域の文化創造のハブ（拠点）として、役割を果た

してきました。  
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2. 成果指標（KPI）による評価と課題 

計画の推進にあたっては、各施策の進捗を客観的に測定するため、重要業績評価指標(KPI)を

設定し、定量的な評価を行いました。しかしながら、期間全体(令和 3 年度〜令和 7 年度)の進

捗状況を振り返ると、多くの項目で目標値を下回る結果となりました。（※詳細は資料編に掲

載） 

(1) 定量的評価の現状 

・芸術・文化体験事業：「芸術アウトリーチ事業」の参加人数は前回実績を上回ったものの、目

標値には届かず、学校現場とのさらなる連携強化が課題として浮き彫りになりました。ま

た、「親子コンサート」等の来場者数も目標を下回っており、少子化の進行やコロナ禍による

外出控え、ニーズの多様化が影響したものと分析されます。 

・文化施設への満足度：市民アンケートによる「地域の文化施設に満足している人の割合」は

14.7％にとどまり、前回実績（21％）および目標値(26％)を大きく下回りました。市内の主

要 7 施設のうち 4 施設が築 20 年を超えており、施設の老朽化が利用者満足度や魅力の低下

に直結している現状が確認されました。 

・新拠点の可能性：一方で、令和 3 年に開館した「蒜山ミュージアム」は、年間平均入館者数

が 21,166 人と目標(20,000 人)を突破しました。真庭産 CLT を活用した「GREENable 

HIRUZEN」とともに、あらたな文化発信の拠点として、既存施設にはない高い集客力と魅力

をもっていることが実証されました。 

(2) 真庭市文化芸術推進計画策定検討委員会における指摘 

これらの結果について「真庭市文化芸術推進計画策定検討委員会」で報告・分析を行ったとこ

ろ、委員からは以下の点について重要な指摘がなされました。 

・指標設定の限界と妥当性：「人数」のみを追いかける指標では、個々の活動の質や、市民一人

ひとりの幸福感（ウェルビーイング）への寄与度を十分に測ることができないという、定量

指標そのものの限界が指摘されました。 

・文化芸術の多様性への配慮不足：既存の画一的な指標では、近年多様化している「SNS を活

用した発信」や「小規模なコミュニティ活動」「生活文化の深化」といった、目に見えにくい

文化活動の成果が十分に反映されていないという意見が出されました。 

(3) 評価から見えてきた課題 

以上の評価を受け、次期計画では数値目標の追求のみならず、活動の質の向上や、多様な文化

芸術のあり方を包摂できる評価体系の再検討が求められていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旧遷喬尋常小学校 
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3. 文化芸術推進計画アンケート 

真庭市民の現状の課題や将来の意向を把握し、第３次総合計画策定の基礎資料とするため、令和

６年度にアンケート調査を実施しました。その内、文化芸術に関連するアンケート結果概要は以

下のとおりです。（※アンケート結果の詳細は資料編に掲載） 

(1)アンケート実施概要  

実施時期： 令和 6 年 9 月 

対象： 市内居住の 16 歳以上の男女 3,000 人（無作為抽出） 

回収結果： 1,030 人（回収率 34.3%） 

(2)アンケート結果概要  

・鑑賞・参加経験の減少：この 1 年間に文化的な催しを「鑑賞・見学した」人は 34％、「みず

から活動を行った」人は 27％にとどまり、いずれも過去 2 回の調査から減少傾向が続いてい

ます。また、全国平均（43％）と比較しても低い水準にあります。 

・障害者アートへの高い関心：障害のある方の作品鑑賞や活動に参加したことがある人の割合は

76.2%に達し、全国値（39.2%）を大きく上回る極めて高い関心・実績を示しています。 

・こどもへの期待：「こどもが文化に親しむために大切なもの」として 30％以上の市民が「学校

での体験・鑑賞活動」を挙げ、アウトリーチ事業等の継続を望む声が根強くあります。 

・満足度の低下：地域の文化施設に「満足している」割合は 14.7％と低く、施設の老朽化等が

魅力の低下を招いている懸念があります。 

(3)アンケート結果から見えてくる課題 

アンケート結果から、次期計画において解決すべき以下の課題が抽出されました。 

・「芸術文化離れ」への対策と裾野の拡大：活動しない理由として「興味がない」「時間がない」

に加え、「情報がない」「⾝近な場所・仲間がいない」という回答が目立ちます。無関心層へ

のアプローチや、⾝近な地域で活動できる環境づくりが急務です。 

・情報発信手段の最適化：「情報が届いていない」という課題に対し、SNS やデジタルツールを

効果的に活用し、市民のライフスタイルに合わせた情報発信への転換が求められています。 

・施設満足度の向上：満足度が低下している既存施設（特に築 20 年以上の施設）のあり方を検

討し、市民が「行きたい」と思える魅力ある空間へのアップデート、あるいは蒜山ミュージ

アムのような事例を参考にした機能強化が必要です。 

・障害者アート・次世代育成の維持・発展：全国的に見ても高い関心を示している「障害者の文

化芸術活動」を真庭市の特色としてさらに深化させるとともに、市民の期待が高い「学校教

育と連携した体験機会」を維持・発展させる必要があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 NPO 法人灯心会の展示（杜のアート展 2025） 
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4．真庭の文化と芸術を考えるワークショップ 

（ワークショップの概要） 

市民の意見を計画に取り入れるため、令和７年 11 月 7 日に「真庭の文化と芸術を考えるワーク

ショップーみんなでつくる、これからの真庭の文化ー」を開催しました。中学生から 70 代まで、

仕事や部活など幅広い文化芸術との関わりをもつ 28 名の市民（男：女比率＝５：９）が参加しま

した。参加者の意見は、文化芸術を「地域をささえ、生活を豊かにする土台」ととらえ、その実現

のために「人・コミュニティ」「場・機会」「意識・環境」の３要素を活性化させる必要性を強く示

しており、以下のような意見が出ました（※ワークショップの詳細は資料編に掲載）。 

(1)「文化芸術」の定義の広がりと再認識 

ワークショップ参加者の意見では、文化芸術を、「特別なイベントや施設内の芸術」に限定せ

ず、「日々の暮らしの中の営み」、「心と生活を豊かにするツール」「感性の表現と自己実現」とし

て定義しています。同時に、真庭の祭りや伝統工芸、自然、醸造文化といった「地域に継承され

てきた宝」も重要な要素と認識しています。 

(2)「参加と交流」を促す環境の整備 

文化芸術を楽しむために必要なのは、「主体性」「好奇心」「心のゆとり」といった個人の意識に

加えて、それをささえる「環境」であるという意見がありました。「環境」にはソフト面（人・関

係性）とハード面（場・機会）があります。 

(3)「つながり」を生むための積極的な仕掛け 

文化芸術を通じて人びとがつながるためには、「待つ」のではなく「仕掛ける」姿勢が必要であ

るという意見がありました（行動と発信、多様な接点をもつこと）。 

（計画の方向性について） 

ワークショップの結果から導き出された計画の方向性は以下のとおりでした。 

・文化振興の 3 要素：文化振興には、「人・コミュニティ」「場・機会」「意識・環境」の 3 要素

を一体的に活性化させることが不可欠である。 

・「仕掛け」の必要性： 文化芸術を通じて人びとがつながり、関心を広げるためには、「待つ」の

ではなく「仕掛ける」姿勢が重要である。 

・「人」の存在： 活動をささえ、導き、共感し合える「ナビゲーター」や「コーディネーター」

と いった案内役の存在が求められている。 

・「身近な場」の活用：「温泉×アート」など、市民が普段利用する場でイベントを開催するな

ど、「興味がない人でも⾝近なものから」ふれあえる多様な接点の創出が鍵となる。 
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5. ヒアリングの実施～真庭市での文化芸術の楽しみ方、つながり方に関する調査～ 

令和７年 12 月 11 日〜12 月 26 日にわたり 7 名の有識者、文化施設職員、文化芸術イベント等

の主催者などを対象にヒアリングを実施しました。ヒアリングの結果、真庭市の文化芸術の現

状、課題、そして未来への展望について以下の５点が重要であることがわかりました。 

(1)「真庭ライフスタイル」と文化芸術の融合 

真庭市が掲げる「真庭ライフスタイル」を実現するためには、作品を鑑賞するだけでなく、日

常生活の中に文化芸術が溶け込んでいる状態を目指すべきという意見が多く見られました。 

・心の豊かさ：効率や経済性だけでなく、自己表現や地域への愛着を育むツールとしての文化。 

 ・多様性の受容：異なる価値観をもつ人びとが文化芸術を通じて対話し、共生できる土壌づく

り。 

(2)若年層へのアプローチと次世代育成 

持続可能な文化振興のため、以下のようなこどもや若者が文化芸術にふれる「きっかけ」作り

が急務とされています。 

 ・体験の場の創出：学校教育との連携や、若者が主体となって企画できるイベントの支援。 

・デジタル活用：若い世代に響く情報発信や、デジタル技術をかけあわせた新しい表現方法の模

索。 

(3)文化施設の役割の変化とネットワーク化 

ハコモノ（施設）の運営から、「人と人がつながる拠点（コミュニティハブ）」への転換が求め

られています。 

・施設の連携：各文化施設が自立性をもちながらも、情報を共有し、市全体で面的な活動を展開

する。 

・専門人材の活用：イベントを企画・マネジメントできる専門スタッフ（アートマネージャー

等）や活動を支える舞台技術スタッフの育成や外部登用。 

(4)地域資源の再発見と情報発信 

真庭独自の歴史、伝統芸能、豊かな自然を「文化資産」として再定義し、磨き上げる必要性が

強調されました。 

・独自性の追求：どこにでもあるイベントではなく、「真庭でしかできない体験」への昇華。 

・戦略的な広報：市内だけでなく市外・県外へ、真庭の文化的な魅力を届ける発信力を強化。 

(5)持続可能な支援体制と「担い手」の確保 

イベント主催者や文化団体が直面している「高齢化」や「資金不足」に対する現実的な支援が

必要です。 

・ボランティアの仕組み化：特定の個人に負担が集中しない、市民が参加しやすい協力体制の構

築。 

・官民連携：行政の補助金に頼り切るのではなく、企業協賛やクラウドファンディングなど、多

様な財源確保の検討。 

（まとめ） 

ヒアリング結果から、「つくる・観る・ささえる」のサイクルを、市民一人ひとりが自分事とし

てとらえられる仕組みづくりが期待されていることがわかりました。 
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6. 課題の抽出 

第 3 次計画期間（2021-2025）の取組実績、成果指標（KPI）の推移、市民アンケートに加

え、有識者ヒアリングおよび市民参加型ワークショップ（WS）で得られた多⾓的な意見を分析

し、次期計画において解決すべき課題を以下の 4 点にまとめました。 

(1)「消費されるエンターテインメント」から「日常を豊かにする文化芸術」への転換 

市民アンケートでは「文化芸術への無関心」が浮き彫りとなりましたが、WS やヒアリングで 

は、文化芸術を「特別なイベント」ではなく「日常の営み」や「心の豊かさ」という視点からと

らえるべきという本質的な指摘が多くありました。これまでは、市外から著名な芸術家を招いて

「与えられるもの」を楽しむという受動的・消費的な側面が強く、自分たちの生活をより良くす

る「内面への落とし込み」が不十分であったことが課題として見えてきました。市民が日常の延

長線上で、みずからの「美意識」や「知的好奇心」を育むための接点をどう創出するかが問われ

ています。 

(2)「場」の老朽化と、施設を「居場所」へアップデートする機能転換 

既存の文化センター等の満足度低下（14.7%）は深刻であり、施設の老朽化だけでなく、その

あり方自体に課題があると考えられます。WS では「温泉×アート」や「学校の授業への導入」

など、普段の生活空間を文化芸術の「場」にするアイデアが多く出されました。ハコモノの維持

管理だけではなく、蒜山ミュージアムのような「強いコンセプトをもつ拠点」と、市民が日常的

に集い、対話が生まれる「サードプレイス（居場所）」としての⾝近な施設活用へのアップデート

が必要です。 

(3)専門的な「つなぎ手（コーディネーター）」の圧倒的不足 

 ヒアリングでは、複数の専門家から「作家と鑑賞者を仲介するコーディネーターの重要性」が

指摘されました。市民が「興味がない」と答える背景には、作品を理解するための「補助線」や

「語り合う仲間」が不足している現状があります。活動が行政の助成金頼みの「一過性のイベン

ト」で終わってしまうのを防ぎ、自立的・持続的な活動へと導くための「案内人」や、人と活動

をつなぐマネジメント人材の育成・確保が、次期計画の最重要課題の一つです。 

(4)多様性の受容と、変化を許容する「伝承」の仕組みづくり 

本市の強みである「障害者アート」への関心の高さや、伝統芸能への愛着は、真庭らしい共生 

社会の土壌を示しています。しかし、伝統文化については「上の世代からの押しつけ」が若年層

の心理的障壁になっているとの指摘もありました。伝統を固定化して守るだけでなく、新しい感

性や多様な価値観による「変化（革新と再生）」を許容し、若者が「みずから関わりたい」と思え

る柔軟で開かれた継承の仕組みづくりが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学生・中学生音楽コンサート（エスパスホール） 
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第 3 章 計画の基本的な考え方  

1．基本目標 

 「文化芸術を通じて、さまざまな個性を認め合い、こころの豊かさを実感

できるまにわをつくる」 

本目標は、第 3 次計画の基本目標である「文化を通じてお互いを認め合える社会をつくる」と

いう理念を継承しつつ、さらに一歩進め、共生社会の実現、多様性の尊重、そして持続可能な地

域社会の構築という視点を加えたものです。 

一人ひとりが文化芸術にふれ、自分とは異なる価値観や感性（個性）を知ることを通して、さま

ざまな個性を認め合い、日常生活のなかで、みずからの美意識を磨き、知的好奇心を高め、まに

わに暮らすことの意味やこころの豊かさを実感できる社会を目指します。 

 

2．基本方針 

【方針 1】あらたな文化芸術を体験し、感動があふれるまにわ 

視点：無関心層へのアプローチ、場と機会の創出 

文化芸術を「特別な場所で行われる特別なもの」から、「日常のあらゆる場面で出会えるも

の」へと転換します。 

• 「待ち」から「仕掛け」への転換： 既存の文化施設での開催に加え、温泉、カフェ、公共空

間、あるいはデジタル空間など、市民の生活動線上に文化芸術を「仕掛ける」ことで、これま

で関心の薄かった層が予期せず感動に出会える機会を創出します。 

• 知的好奇心を刺激する体験： 消費する「楽しさ」だけでなく、多様な文化や作品の背景を知

り、みずから考え、人と対話する機会を設けることで、深く持続的な「まなび」につながる体

験を提供します。 

【方針 2】文化芸術を通じて人と地域がつながるまにわ 

   視点：異分野連携、「仕掛け」による交流の創出、多様性の尊重 

文化芸術を「結び目」として異なる属性の人びとや地域課題が交差する仕組みを構築します。 

• 異分野とのかけあわせによる価値創造： 教育・福祉・環境・観光・産業などの各分野と文化

芸術を連携させ、地域課題の解決やあらたなビジネス・コミュニティの創出を促進します。 

• 「つなぎ手」による交流の活性化： 表現者と市民、あるいは市民同士を仲介し、活動を継続

的なムーブメントへと導く「コーディネーター」や「案内人」の役割を重視し、人と地域が有

機的につながる場（MANIWA BAUM9など）をデザインします。  

• 多様性を認め合う共生社会の推進： 障害者アートの振興など、誰もが安全に創作・発表で

き、互いの違いを豊かさとして受け入れ合える包摂的な環境を整備します。 

 

 

9 MANIWA BAUM（まにわばうむ） 

真庭の歴史・文化を紐解き、地域や世代や分野が横断的に出会い直し、対話を軸に、新たな価値創出

をはかる超有機的コミュニティ。2024 年に岡山県北を舞台に開催された「森の芸術祭 晴れの国・

岡山」を契機に組織された。 
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【方針 3】真庭固有の文化資源を創造的に活かし育むまにわ 

   視点：伝統文化の継承、地域の宝の再認識、「こどもまんなか」 

真庭に息づく歴史や伝統を「地域の宝」として再認識し、今の時代の感性を取り入れながら未 

来へつなぎます。 

• 創造的な継承の仕組みづくり： 伝統芸能や民俗文化を形通りに残すだけでなく、若い世代 

の新しい感性やアイデアを許容し、現代のライフスタイルに融合させた「生きた伝承」を支

援します。 

 • 「こどもまんなか」の文化教育： 次世代を担うこどもたちが本物の芸術や地域の文化遺産 

にふれる機会を確保し、学校や地域が一体となってこどもたちの創造性や郷土愛を育む環境

づくりを推進します。 

• 文化資源の多⾓的な活用： 歴史的建造物や伝統工芸を観光や教育、まちづくりの中心に据 

え、真庭ならではの文化的価値を市内外に発信することで、観光や地域経済の活性化と地域

への誇り（シビック・プライド）の醸成を図ります。 

 

3．計画の体系 

 計画の体系は、基本目標にもとづく３つの基本方針と、10 の基本施策(テーマ)で構成します。 
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第 4 章 具体的な取組 

 基本目標にもとづく３つの基本方針を推進するため、下記の施策テーマによって施策を実施しま

す。各施策テーマの右に具体的取組を示しています。 

基本方針 基本施策(テーマ) 具体的な取組 

【方針 1】 

あらたな文化芸術を体

験し、感動があふれる

まにわ 

  

  

創造と表現を支援す

る人づくり 

・市民の文化芸術活動を指導・支援する人材を

育てます。 

・こどもたちの文化活動をささえる地域文化ク

ラブの設立・運営を支援します。（部活動の地域

展開） 

誰もが気軽に参加で

きる場づくり 

・誰もが参加できる文化交流の場づくりを推進

します 。 

・いろいろな国や地域の文化をまなぶ機会を提

供します。 

多様な活動をささえ

る環境づくり 

・デジタルツールを活用し、文化芸術にかかる

情報をいつでも得やすい環境づくりを推進しま

す。 

・誰もが安全に創作や発表ができる場をつく

り、それを支える人材を育成します。 

【方針 2】 

文化芸術を通じて人と

地域がつながるまにわ 

  

  

分野横断的な連携と

協働の促進 

・地域・学校などさまざまな人が文化活動を通

じて協働できる場を提供し、「つなぎ手（コーデ

ィネーター）」の人材づくりを応援します。 

・アーティストの滞在制作などを通じて、あら

たな価値を創造し地域交流を深めます。 

文化芸術によるまち 

づくりと観光 

・「森の芸術祭」を契機としたあらたな協働のし

くみを展開していきます(MANIWA BAUM を基

盤として)。 

・「GREENable HIRUZEN」(蒜山ミュージア

ム）、市民センター（およびホール）、公民館、図

書館、蒜山郷土資料館などの文化施設を拠点に、

芸術文化の発信と交流を進めます。 

情報発信と参加への

導線確保 

・イベント情報や市民の活動を、SNS やインタ

ーネットを使って、たくさんの人に、わかりや

すく届けます。 

・観光施設と文化施設の連携と情報共有によ

り、それぞれの施設に人の流れを生んでいきま

す。 
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【方針 3】 真庭固有

の文化資源を創造的に

活かし育むまにわ  

  

  

  

固有の文化資源の継

承と活用 

・文化資源を守り、後世へ引き継いでいきま

す。 

・歴史や文化財の魅力を発信していきます。 

・地域の文化資源を活用した観光メニュー開発

に取り組みます。 

生活文化・伝統文化

の担い手育成 

・地域の生活や伝統を交流しながら伝える場を

設けます。 

・地域の生活や伝統を伝えていく伝承者を育成

します。 

デジタル技術を活用

したアーカイブ化 

・真庭市の文化資源（歴史、祭り、芸術作品な

ど）に関するデジタルコンテンツの整備を目指

します。 

すぐれた芸術体験に

よる意識醸成 

・こどもたちが幼少期からすぐれた芸術にふれ

る機会を提供します。  

・これまで実施してきたこども向けの音楽・映

画などの鑑賞・創作体験型事業をさらに充実さ

せ、子どもたちが主体的に関わる場をつくりま

す。 

 

第 5 章 計画の推進のために            

1．推進体制の構築 

(1)全庁的な連携体制の構築 

本計画は、市の文化芸術振興を推進するための方針となるものです。文化芸術に関する施策

は、ひとつの部署にとどまらず、教育、福祉、まちづくり、観光施策等と積極的に連携していく

必要があります。そのために関係部署が横断的に連携、調整を行い、全庁的な推進体制を目指し

ます。 

(2) 真庭エスパス文化振興財団に期待される役割 

公益財団法人真庭エスパス文化振興財団は、「文化の薫り豊かな潤いと活力ある地域社会の創造

と発展に寄与することを目的」10に掲げて設立されました。当財団はこれまで、市民の文化芸術

活動を支える中核組織として舞台・照明・音響等の専門的な技術や知識を有し、これを活かし

て、真庭市久世エスパスセンターのみならず、市内の他のホール管理や、舞台芸術、イベントの

実施、そして地域や学校に出向き、様々な世代が一流の音楽・演劇・ダンスなどにふれる機会を

創出する事業など、市の文化芸術施策を形にする実行機関として様々な取組を行ってきました。

今後は、中学生の部活動地域展開の受け皿となる地域文化クラブ運営や、市内で活動する文化振

興団体を統括する役割が特に期待されています。 

 
10 「公益財団法人真庭エスパス文化振興財団定款」第 2章第 3条（目的）より 
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（3）その他文化芸術団体との連携 

 真庭市交流体験施設匠蔵（勝山文化往来館ひしお）は歴史と伝統ある勝山町並み保存地区の美しい

景観と調和した建物であり、趣のあるギャラリーや併設されたカフェは勝山を訪れる観光客を集め

る人気スポットです。この建物を管理運営する特定非営利活動法人勝山・町並み委員会は、匠蔵で

の展示企画やコンサート、市民参加型のワークショップなどを開催し、世代を超えたアート体験を

提供しています。 

 このほかにも、市内 7 地区（北房・落合・久世・勝山・美甘・湯原・蒜山）で活動する各文化

協会や地区を超えた真庭市文化連盟専門部の活動は、多様な趣味を通じた生涯学習の場として重要

であり、居場所づくりや、生きがい創出の場として地域活性化に果たす役割は大きいといえます。 

 また近年、民間の団体や法人が運営するギャラリーやイベントスペース、そして空き家を活用し

た映画館なども徐々に増えており、行政の枠に縛られない自由で個性的な芸術文化の場や機会の創

出が行われています。 

 真庭市の豊かな文化芸術を次世代へつなぎ、持続的に市民の創造性を育むためには、こうした裾

野の広い文化芸術団体と市や地域との連携や、きめ細かなサポートが必要です。  

(4)市民・関係団体との協働体制の推進 

アンケート・ワークショップ等で示された市民の主体的な意見を施策に反映するため、市民や

文化芸術団体、民間企業、学校、市など多様な主体との協働プラットフォームを構築し推進を図

ります。 

(5)計画内容の広報・啓発 

関係者が協働して計画の実現を図るため、市民や関係団体、企業等に対してさまざまな媒体や

機会を活用して積極的に広報を行い、計画内容の周知を行います。また、ワークショップなどを

活用し、市民への文化芸術への意識醸成を行います。 

 

2. 進行管理 

(1)評価指標の見直しと定性的・多角的指標の導入 

第 2 章において示したように、従来の定量的指標では個々の活動の質や、市民一人ひとりの幸

福感（ウェルビーイング）への寄与度を十分に測ることができないという限界があります。こう

した限界を踏まえ、本計画では第 2 章に示した定量的指標（詳細は資料編 p1〜p2「第 3 期計画

期間における実績・評価」KPI を参照）を定期的に測定するとともに、本計画の施策に基づいた

具体的な取組が文化芸術の人や場や環境がどう影響し、市内の文化芸術の環境がどう変化したか

を定性的・多⾓的に観察し、日常における文化芸術への興味関心の萌芽や、規模は小さくとも、

都会にはない、真庭のオリジナルな文化芸術活動への胎動を見逃さず、きめ細かなサポートや新

たな施策の展開につなげていきたいと考えています。 

そこで、定期的に市民アンケート調査やヒアリングを行い、以下のような視点を手がかりとし

て、市民などの意識の変化を具体的に探っていきます。 

① これまで文化芸術に関心のなかった層が、日常のなかで気軽に文化芸術に触れるようになる

きっかけとなったこと 

② 文化芸術による異分野(教育・福祉・環境・観光・産業など)との交流連携や、障害者、外国

人、性的マイノリティなど多様性を認める社会への貢献度 

③ 「真庭の歴史や文化を通したシビックプライドの醸成」、「若者や子どもたちが主体的に関わ
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る文化芸術の場や機会の提供」がなされているか 

(2)計画の進行管理（CAPD サイクル） 

評価指標をもとに定期的な進捗状況の点検・評価を実施し、真庭市総合戦略アクションプラン

との整合性を図ります。 

計画の円滑な推進のためには、これらの管理・評価を一連のつながりの中で実施することが重

要です。現状分析と評価（CHECK）に基づき、現行施策の見直し改善（ACTION）を図り、目標

を定め具体的な事業を立案（PLAN）し、実践（DO）する、「CAPD サイクル」により、有効性・

効率性の高い施策実施を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GREENable HIRUZEN（蒜山ミュージアム）©川澄・小林研二写真事務所 
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◆第3期計画期間における実績・評価

基本方針１（１） 文化芸術を楽しむ心を育成します

目標値 実績・KPI達成状況 前回実績値

(R3～R7平均) (R3～R6平均) (H28～R2平均)

芸術アウトリーチ事業

参加人数（人／年）

親子コンサート

来場者数（人／年）

基本方針１（２） 文化芸術を行う人や団体を育成します

目標値 実績・KPI達成状況 前回実績値

(R7) (R7)  (R2)

文化連盟構成団体数

(専門部を含む)

１年間に文化的な催しを鑑賞・見

学・体験した市民の割合
50%

34%

（R6アンケート）
42% 市民の過半数を目指す

基本方針１（３） 貴重な伝統文化を継承し教育委員会と連携して活用します

目標値 実績・KPI達成状況 前回実績値

(R3～R7平均) (R3～R6平均) 　(H28～R2平均)

旧遷喬尋常小学校

来場者数（人／年）

旧遷喬尋常小学校

活用イベント参加者数（人／年）

【評価】市では、市内小中学校に芸術家・音楽家を招いて芸術アウトリーチ事業を行うことで、次世代を担う子どもたちに質の高い文

化芸術体験を提供している。参加者は前回実績値と比較して2.7％の増加となっているが、目標値（１０％増）には届いていないた

め、各学校へ文化芸術教育へのさらなる理解を求め、連携を強化していく必要がある。親子コンサートは未就学児を対象として、岡山

フィルハーモニック管弦楽団を招き市内ホールで毎年開催しているが、出生率低下の影響もあり目標値に達していない。今後は子育て

世代の興味、関心を引く周知・広報の仕方を含めた事業の見直しを検討すべきである。

【評価】真庭市文化連盟は、真庭市における芸術、文化団体との相互連携と自主的活動の充実促進を図り、芸術・文化の普及・振興に

寄与することを目的とし、市内の各文化協会に所属する文化団体および専門部により構成される（「真庭市文化連盟規約」）。近年は

文化団体の会員数減少に伴い、活動が続けられなくなる団体が増加したため、実績値は目標値の約73％に止まっている。

また、市民アンケートによると、１年間に文化的な催しを鑑賞・見学・体験した市民の割合も前回実績値から８％減少、目標値を

16％下回る結果となっている。

これらの結果は、コロナウイルス感染症拡大による影響に加え、市民の文化芸術への関心の低さも示している。

したがって、市民への文化芸術への興味関心を惹起し、文化芸術に親しみ、体験することをとおして真庭ライフスタイルの充実を図る

ため、今後は市内の文化振興、発展に寄与してきた市内文化団体をより一層活性化していく必要がある。

【評価】国重要文化財である旧遷喬尋常小学校は令和3年度に整備・活用基本構想を策定し、令和5年度に保存活用計画を策定した。

コロナウイルス感染症拡大による影響を受け、来場者数実績は目標値の約73％に止まった。一方で魅力発信を目的としたイベントや

情報発信を毎年実施しており、イベントへの参加者は目標値の160％を超え、関心の高さがわかる。今後は保存活用計画に沿って工事

を進めていくことになるが、令和7年度開始した調査工事との調整を図りながら校舎を活用したイベントやプロモーションを引き続き

展開し、整備支援の機運を高め、100年に1度の大改修を広く市内外に周知していく必要がある。

2,600人
感染症拡大による影響を鑑み、現状

維持を目指す

233団体
人口ビジョンによる市の人口減少を

加味した上で現状維持を目指す

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値の考え方

（説明）真庭市文化芸術推進計画アンケート結果数値

（説明）旧遷喬尋常小学校来場者数

（説明）旧遷喬尋常小学校活用イベント参加者数

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値の考え方

1,700人 1,647人 1,604人
参加者／市内全小・中学生(将来推

計数)の約10％増を目指す

340人 242人

18,500人
感染症拡大による影響を鑑み、現状

維持を目指す

2,600人 4,201人

18,500人 13,463人

（説明）芸術アウトリーチに参加した児童・生徒の人数

（説明）市主催の親子コンサートを鑑賞した観客の人数

（説明）真庭市文化連盟構成団体数

290人
参加者／市内未就学児(将来推計数)

の約10％増を目指す

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値の考え方

233団体 169団体
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基本方針１（４） 真庭らしい地域文化を育成します

目標値 実績・KPI達成状況 前回実績値

(R3～R7平均) (R3～R6平均) 　(H28～R2)

木をテーマにした企画展開催数 1 1 － 年に1回の開催を見込む

基本方針２（１）多彩な文化芸術の創造と多様な文化施設の運営を行います

目標値 実績・KPI達成状況 前回実績値

(R7) (R6)  (R2)

地域の文化施設に満足している人

の割合
26%

14.7%

（R6アンケート）
21% 施設整備により５％増加を目指す

蒜山ミュージアム入館者数（人／年） 20,000人 21,166人 －
※令和3年7月開館、年間2万人の入館者

数が目標

基本方針２（２） 文化芸術による交流を広げます

目標値 実績・KPI達成状況 前回実績値

(R3～R7平均) (R3～R6平均) 　(R1)

市ホームページでの文化芸術情報

の発信回数（回／年）
17回 12回 15回 年平均約10％増加を指す

文化施設利用者数（人／年） 156,000人 119,026人 151,317人
人口ビジョンによる市の人口減少を加味

した上で約10％増加を目指す

【評価】令和6年度に市民を対象としたアンケートでは、地域の文化施設に満足している人の割合が14.7％で、前回実績値

（21％）と目標値（26％）をいずれも下回っている。市内の主な文化施設（北房文化センター、落合市民センター、勝山

文化センター、湯原ふれあいセンター、久世エスパスセンター、交流体験施設匠蔵、蒜山ミュージアム／7施設）のうち、

4施設が築20年を超えており特に古い施設に関しては、利用者にとっての魅力が低下していることが考えられる。

一方で東京オリンピックのレガシーとして真庭産CLTをリユースして造った美術館「蒜山ミュージアム」が令和3年7月に開

館し、コロナ禍の時期にもかかわらず入館者数実績は目標値の年間20,000人を超え、年平均21,166人と好評であった。同

じく東京オリンピックのレガシーとして敷地内に移設された観光文化発信拠点パビリオン「GREENable HIRUZEN」とと

もに蒜山観光において最も魅力ある目的地となっている。今後はこうした魅力ある文化施設を中心として魅力的な文化芸術

企画を行うと共に、既存の文化施設にユニバーサルデザインを取り入れ、利用者の利便性、環境への配慮や衛生向上のため

の修繕を行い、幅広い利用者に親しまれる施設整備を推進していく必要がある。

【評価】市ホームページでの文化芸術情報発信回数の実績は12回と、目標値17回を下回った。蒜山ミュージアムを除く市

内の主な文化施設の年間利用者数は目標値の約76％、前回実績値も下回る結果となった。施設利用者減の原因としては施

設老朽化による利便性の低下と、コロナウイルス感染症拡大による影響が考えられる。徐々に施設利用者は戻りつつある

が、未だコロナ前の水準までには回復していない。

こうした結果を踏まえ、市民や関係団体・組織・企業等に対して、さらに様々な機会、媒体を利用しての広報・発信によ

り、真庭市の伝統文化や文化芸術の魅力を伝えていくことが求められる。

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値の考え方

【評価】真庭市の面積の約8割を占める森林は主要な資源であり、産業、景観、文化、暮らしに密接に関わっている。森林

や木材の価値を高める文化芸術を推進、支援するため、蒜山ミュージアムにおいて冬期展示として毎年12月から翌年3月ま

で隈研吾建築資料の展示を行ってきた。

今後はさらなる木をテーマとした企画展を開催し、真庭の地域資源である木の魅力を広く発信していく必要がある。

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値の考え方

（説明）真庭市公式ホームページでの文化芸術情報の発信回数

（説明）真庭市文化芸術推進計画アンケート結果

（説明）蒜山ミュージアム入館者数

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値の考え方

（説明）北房文化、落合市民、勝山文化、湯原ふれあい、久世エスパスセンター、匠蔵の実数（蒜山ミュージアム入館者数を除く）

（説明）蒜山ミュージアムでの開催数
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◆文化芸術推進計画アンケートの結果と検証
（H23,H27,R2 との比較） 

（１）調査概要 

１）調査地域 真庭市全域 

２）調査対象 真庭市に住民票を有する満 16 歳以上の男女 3,000 人を 

無作為抽出 

３）調査方法 郵送 

４）実施時期 令和６年８月 15 日～9 月６日 

 

（２） 回収結果 

１）有効回収数 1,030 人  

２）回収率 34.3％（前回 48.7％） 

 

（３）アンケート結果 

１）市民アンケートの傾向 

アンケート調査から特徴的な事項をピックアップし、課題を分析しまし

た。表中の数字は全て、有効回答数における割合を示しています。 

 

Q：この１年間に文化的な催しを鑑賞・見学（・体験）しましたか。 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

はい ７０％ ５２％ ４２％ ３４％ 

いいえ ３０％ ４８％ ５８％ ６６％ 

 

Q：文化的な催しを鑑賞・見学（・体験）する事以外で、日頃から文化に親しん

でいる事がありますか。 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

はい ５７％ ２６％ ３３％ ２７％ 

いいえ ４２％ ７４％ ６７％ ７３％ 

 

真庭市では「この１年間に文化的な催しを鑑賞・見学しましたか。」の問い

に「はい」と答えた人は、前々回、前回より下がり 34％となり、全国値（文

化庁「文化に関する世論調査 令和６年度調査」）の 43％と比べ下回っていま

す。また、「文化的な催しを鑑賞・見学する事以外で、日頃から文化に親しん

でいる事がありますか。」の問いでは、「はい」の割合が前回より下がり 27％

となり、H23 年調査と比べると大きく減っています。 
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Q：文化的な催しを鑑賞・見学しなかった理由。 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

時間がない ３７％ ４４％ ３１％ ２７％ 

興味がない ２７％ ２９％ ２４％ ４１％ 

お金がかかる １２％ ９％ ６％ ９％ 

遠い、交通手段がない １２％ ９％ １２％ １０％ 

当日、都合が悪かった １２％ ９％ １３％ ９％ 

その他 ー ー １４％ ４％ 

 

Q：日頃から文化に親しんでいる事がない理由。 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

時間がない ３１％ ４８％ ２７％ ２１％ 

身近な活動場所がない １８％ ２１％ ２５％ １８％ 

興味がない １２％ １５％ ２０％ ２２％ 

情報がない １３％ ６％ １１％ １４％ 

お金がかかる １０％ ６％ ２％ １０％ 

近くに仲間がいない １２％ ４％ １０％ １３％ 

その他 ４％ ４％ ５％ ２％ 

  

「文化的な催しを鑑賞・見学しなかった理由」として、前前々回、前々回、

前回を通じて上位を占める「時間がない」は２１％と減少しているものの、「興

味がない」が４１％と大幅に増加している点が特徴です。その他が前回の１

４％から今回は４％と大幅に下がり、前回は「その他」の理由の約 3 割がコロ

ナウイルス感染症拡大の影響と回答していましたので、コロナウイルス感染症

の沈静化によりその割合が「興味が無い」へ理由が移っていったとも考えられ

ます。「日頃から文化に親しんでいる事がない理由」も「興味がない」が２２％、

「時間がない」が２１％、「身近な活動場所がない」が１８％、と上位となっ

ています。 

文化芸術に「興味がない」という傾向は全国調査においても 23.2%と最も

高く、真庭市でも同様に２２％と最も高くなっています。無関心層が恒常的に

文化芸術に関心をもってもらうための取組みと工夫が必要です。 
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Q：日頃から文化に親しんでいる事の技術・知識・能力を向上させたいです

か。 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

どちらかといえば向上させたい ４４％ ４６％ ４９％ ３７％ 

向上させたい ４０％ ３０％ ２８％ ４２％ 

どちらかといえば向上しなくてもよい ８％ １３％ １５％ １５％ 

向上しなくてもよい ５％ ９％ ８％ ６％ 

無回答 ３％ ２％ ０％ ０％ 

 

前回までと異なり「向上させたい」が「どちらかといえば向上させたい」

を上回って最上位になっています。「日頃から文化に親しんでいる」人の大多

数が、技術・知識・能力を向上したいと考えている傾向は大きくは変わって

いませんが、地域文化クラブ活動等の継続的な場の確保が求められます。 

 

Q：技術・知識・能力を向上させるために必要なこと。 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

時間と経済的なゆとり ６５％ ５８％ ４６％ ５５％ 

教室やサークル １５％ ２２％ １６％ １０％ 

プロの先生の指導 １１％ １１％ １３％ １７％ 

発表や活動の場 ９％ ９％ １３％ １４％ 

有償出展・出場の場 ー ー ３％ １％ 

その他 ー ー ９％ ３％ 

 

「日頃から文化に親しんでいる」人で技術・知識・能力を向上させるために

「時間と経済的なゆとり」が必要と答えた人の割合は減少傾向にあった前回か

ら再び増加に転じ、「プロの先生の指導」、「発表や活動の場」が必要と答えた

人も増加しています。前回同様、市民の更に高い文化レベルへの希求がうかが

えます。今後も、文化芸術を楽しみながらスキルアップに取り組めるゆとりや

環境の整備が求められています。 
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Q：子どもがより文化に親しむために大切なもの 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

学校での体験活動 ２１％ ２０％ １７％ １９％ 

学校以外での鑑賞・体験機会の充実 ２０％ １８％ １９％ １７％ 

学校での公演や美術作品の鑑賞 １６％ １５％ １４％ １５％ 

地域の伝統芸能の体験 ５％ １４％ １６％ １７％ 

ふるさとの歴史文化についての学習 １９％ １３％ １４％ １４％ 

地域での文化活動の開催 １２％ １１％ １１％ １１％ 

様々な文化に関する習い事 ７％ ７％ ８％ ７％ 

その他 ー ２％ １％ ０％ 

 

「子どもがより文化に親しむために大切なもの」の問いには、「学校での体

験活動」と「学校での公演や美術作品の鑑賞」が 30％以上を占めており、傾

向にはおおむね変わりがありません。全国調査でも 30％以上が同様の取組み

を重要と考えています。引き続き芸術アウトリーチ事業等で、子ども達がすぐ

れた芸術文化に触れる機会を創っていく必要があります。 

 

Q：真庭市の文化振興で大切なもの 

回答 H23 年 H27 年 R2 年 R6 年 

子どもが文化に親しむ機会の充実 ２１％ ２７％ ２０％ ２０％ 

気軽に文化に触れる機会の充実 ２０％ １５％ １７％ １６％ 

文化施設の整備・充実 ９％ １２％ １０％ １２％ 

一流の芸術家の作品等の鑑賞 ９％ １１％ １２％ １２％ 

民俗芸能、文化財の保存活用 １３％ １１％ １２％ １３％ 

地域の文化を活用した街づくり １５％ １１％ １２％ １２％ 

文化に関する積極的な情報発信 ８％ ９％ ８％ ８％ 

文化団体の活動支援 ３％ ２％ ３％ ２％ 

地域の芸術家の支援 ２％ ２％ ３％ ３％ 

特に必要は無い ー ー ２％ ２％ 

その他 ー ー １％ ０％ 

 

「真庭市の文化振興で大切なもの」の問いには、「子どもが文化に親しむ機

会の充実」が最多で、「気軽に文化に触れる機会の充実」、「文化施設の整備・

充実」、「一流の芸術家の作品等の鑑賞」等が続く傾向に大きな変化はありませ

ん。また「民俗芸能、文化財の保存活用」、「地域の文化を活用した街づくり」
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がこれらに続いており、地域のアイデンティティを求める傾向も特徴として挙

げられます。 

全国調査においては文化的環境充実のために必要なこととして「文化施設

の充実」が１９％、続いて「子供が文化芸術に親しむ機会の充実」が１３％、

「地域の芸能や祭りなどの継承・保存」が１３％という割合を示しています。 

真庭市においても「気軽に文化に触れる機会の充実」と並行して、市民が民

俗芸能と文化財の保存活用に興味関心を持つきっかけづくりが求められます。 

 

Q：あなたは、障がいのある方のアート作品（絵画・造形等）や演劇、ダンス

などの芸術活動について、これまでに鑑賞や参加などしたことはあります

か。 

回答 全国(R6) 真庭市(R6) 

アート作品を見たことがある １１％ ２４％ 

演劇・ダンス等の公演を見たこ

とがある 

５％ ３％ 

ワークショップに参加したことが

ある 

４％ ４％ 

街中などでの展示やパフォーマン

スを見たことがある 

６％ ５％ 

直接見たことはないが、テレビやイ

ンターネット、新聞、雑誌などで見

たりきいたりしたことはある 

２４％ ４０％ 

見たり聞いたりしたことはない ６０％ ２４％ 

 

障害のある方のアート作品などの鑑賞をしたり、参加したことがあるか尋ね

たところ、したことがあると回答した人（「見たり聞いたりしたことはない」

と回答した人を除く）の割合は７６%であり、全国値（前出「文化に関する世

論調査」）の４０%を大きく上回っており、真庭市民が障害者の文化芸術活動

について関心が高いことがわかります。このことは、市が行ってきた SDGs 未

来都市、共生社会ホストタウンといった取組みの成果とも考えられます。今後

より一層、この考えを普及・実践するための取組みや事業が求められます。 
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真庭の文化と芸術を考える
ワークショップ 結果概要

～みんなでつくる、これからの真庭の文化～

2025年

11/7（金）
18:00～19:30

会場：真庭市役所3階会議室

7名×4班でグループワークショップを行いました。
はじめに、参加者と芸術文化の接点を聞いたところ、仕事や
部活など幅広い接点を持った28名が集い話し合いました。

1

2

88

00000223
テキストボックス

◆ワークショップまとめ




➤文化芸術への視点による分類
・「特別なもの」ではなく、「日常の営み」
・「精神的な豊かさ」
・「継承される地域の宝」

①人・コミュニティ

• 仲間と指導者

• サポート体制

②場・機会

• 施設の充実と活用

• 機会の充実

• 情報

③意識・環境

• 個人の姿勢

• 受容的な雰囲気

• 余裕と時間

• 意識改革

3

4
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3）文化芸術をとおして人々がつながるためにはどうしたらよいか

●行動することからはじまる

参加
●意見や感想を交換する

●感動や楽しさを人に話す

●ネット上の繋がりもあり
●サークルなどで一緒に活動
●オフ会などの集いを開催
●ひとりでもいい

意見交換
仲間・ソロ

伝える

●話したくなるような良い体験をしてもらう ●楽しいをつくる
・コラボ企画（温泉や地域など）
・地域の盆踊り
・学校の授業に取り入れる

●情報発信の充実
（ソロでも団体でも） 楽しい

●パフォーマンスを見てもらう
・書道
・音楽 など

表現

高校の部活に依頼してください！
待ってます！！

人々がつながるための鍵は、「参加と行動」、「情報の発信と共感」、
「場の設定と継続」の３点に集約されます。

総合的なまとめ

ワークショップ参加者の意見は、文化芸術を「地域を支え、生活を豊かにする土
台」と捉え、その実現のために「人」「場」「意識」の３要素を活性化させる必要
性を強く示しています。

1. 「文化芸術」の定義の広がりと再認識
文化芸術は、「特別なイベントや施設内の芸術」に限定されず、「日々の暮らしの
中の営み」「心と生活を豊かにするツール」「感性の表現と自己実現」として定義
されています。同時に、真庭の祭りや伝統工芸、自然、醸造文化といった「地域に
継承されてきた宝」も重要な要素と認識されています。
【課題】 計画では、狭義の芸術だけでなく、生活文化や地域固有の文化を広く対
象とし、市民一人ひとりの「生きる糧」としての価値を明確に打ち出す必要があり
ます。
2. 「参加と交流」を促す環境の整備
文化芸術を楽しむために必要なのは、「主体性」「好奇心」「心のゆとり」といっ
た個人の意識に加えて、それを支える「環境」です。
➤ソフト面（人・関係性）: 仲間、褒めあう関係性、否定しない雰囲気、ナビゲー
ター（案内役）、コーディネーターなど、活動を支え、導き、共感し合える「人」
の存在が不可欠。
➤ハード面（場・機会）:交流・発表・体験ができる「場」（既存施設の活用、カ
フェ、多目的室、歴史資料館など）と、「情報発信」、「興味をそそる企画」と
いった「機会」の創出が求められています。

5

6
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総合的なまとめ

3. 「つながり」を生むための積極的な仕掛け
文化芸術を通じて人々がつながるためには、「待つ」のではなく「仕掛ける」姿勢
が必要です。
行動と発信:市民自らの「参加」「行動」「発信」を促し、感動や楽しさを共有す
る「仕組み」（オフ会、同好会、オープンチャットなど）の整備。
多様な接点:学校教育や、普段利用する場所でのイベント、複数分野のコラボレー
ションなど、「興味のない人」や「若い人」でも気軽に文化に触れ合える「身近な
接点」の創出が鍵となります。

市民意見から、
真庭市の文化振興は「一部の愛好家のためのもの」ではな
く、「全市民の心の豊かさと、地域の持続的な営みを支え
る基盤」として位置づけられるべきである、
という強いメッセージが読み取れます。

7
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１）「文化芸術・文化的な・芸術的な」って具体的にどういうこと？

芸術的
他者の評価 ウーン

人が長い間を
かけて生みだ
したもの

歴史・伝統

１班

「文化芸術」
違和感

真庭市の文化と芸術を考えるワークショップ 付箋意見【11/7 真庭市役所本庁舎3階会議室】

文化
長く続いてい
る伝統

文化芸術
昔の人が分か
らなかった
今の人だけが
言えること

心のゆとり
うるおい

心を豊かに
うごかすこと 人間性の向上文化的な

生活の中から
人と人とのつ
ながり共感
経験の共有

触れた時や
体験した時に
心地よいと思
うもの

それがあると
喜びや感動が
生まれる

芸術
自分たちで新
たに造り出せ

る
創り出せる

生きていく上
で目にする
体験する

すべてのこと

新しい発見も
うながすこと

１班-2

２）真庭市で文化芸術を楽しむためには何が必要？

興味をそそら
れる企画 余裕

何かに
挑戦できる
心のゆとり

主体性 チャレンジ 市民の意識 本人の気持

仲間
（ともに行動
する人・きっ
かけになる
人）

意欲

何かをやりた
いという好奇

心

展覧会を
開こう好奇心

施設
活用しきれて
いない施設の

利用

森林をつかっ
て何か…
彫刻

教えることが
できる人場所
教えてもらう

時間

箱（場所）
と人と
支える
スタッフ

ほめられる

好奇心お金

1

2
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１班-3

３）文化芸術をとおして人々がつながるためにはどうしたらよいか？

会える場所 意見・感想
の交換

感動や楽しさ
を

まわりに話す

参加 行動定期的な企画
参加

高校の部活に
依頼してくだ
さい！

待ってます！

積極的な
行事への参加

書道パフォー
マンスを見て
もらう

メディアに
広げてもらう
ために手伝っ
てもらう

発信すること
共感してくれ
る人を増やす
そのために体
験してもらう

情報発信
広める 情報発信 知ること

発信

音楽コンサー
トを見てもら
う。呼びかけ
ることができ
る手段を見つ

けて

１）「文化芸術・文化的な・芸術的な」って具体的にどういうこと？

YOASOBIの
群青的な
泣ける

昔から続いて
いるもの 思い

美しいものを
めでる

ということ

感性を形に
すること

古くから受け
継がれてきた
もの（生活）

２班

生活すること 人それぞれ 楽しむこと 自分の気持ち
を表すもの

日々の暮らし
の中にある

人の心を動か
すこと

心揺さぶられ
ること

芸術：
自己表現？
文化：

人との関わり
あいで創る

心がスッとす
るもの

感動をもらえ
るもの

表現すること
心に栄養を与
えるもの

いつも必要と
しています

人が人へ伝え
ていくこと
伝統、食など

祭り

3

4
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２）真庭市で文化芸術を楽しむためには何が必要？

個展ができる
カフェ ホール 交流する場

日々の生活の
中でちょっと
意識してみる

こと

ホール
もっと身近に
感じてもらえ
るような工夫

２班-2

町の部活動を
もっと活発に

する

案内してくれ
る人がいるこ

と

体験
できること

褒め合う
関係性

背景が
わかること

否定しない
気持ち

表現の場があ
ること

同じようなこ
とをしている
人との交流

生で
触れあえる

ゆっくり
語り合える場

共感できる場
（リアルでな
くても可）

楽しみために
人と人との
コミュニケー
ション

市民自らが様々な
企画をされている

スゴイナ
そういったところ
へ参加してみる

情報提供
真庭市はまにこい
んアプリとかMIT、
観光局etc

みれていいですね
いろんな催しがあ

る

市民が文化芸
術に興味をも
てる機会を
つくること

伝統を続ける

若い人も気軽
に町のクラブ
活動に参加で
きるような雰
囲気をつくる

温泉×アート
のように、一
般の方が普段
利用するよう
な場でイベン
トを開催する

好きなこと、
もの同士が集
まれる場所が
あること

興味がない人
でも身近なも
のから

奇抜なおもし
ろいイベント

開催

２班-3

バスの音楽・
声を吹奏楽部
や市内の子に

告知放送の音
楽を吹奏楽部
にしてもらう

こういうの好
き！」と
言える場
つながる場

身近に歴史・
文化が触れあ
える環境に

イベント
コラボする
複数の分野

文化的な事柄
を学校

３）文化芸術をとおして人々がつながるためにはどうしたらよいか？

小学校で
地域の
盆踊りを
勉強

つながる場の
創出

（SNS等）

音頭、地域の
歌を

映像をつけて
公開

バスの地名の
時、

歴史的な一言
を伝える

学校の授業に
取り入れる
（真庭の文
化・芸術）

ネット上で
こそっとつな

がる

自分が好きな
ものを発表す

る

地域の人から
授業で習って
発表する

文化・芸術の
専門職を増や
す（採用枠を
増やす）

そもそもつな
がらないとい
けないのか

多方面に発信
する

5

6
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伝統工芸
蒜山がま細工
手すき和紙

歴史、文化財
例）旧せんきょ
う小学校
大宮おどり

民俗祭り
だんじりけん
か、大宮踊り
ぶり市

文化とは、そ
れを大切に思
い長年人から
人へ継承され
てきたもの

自然文化
温泉文化
醸造文化

地域
人
継承

３班

新しく発見
うれしくなる

もの
（芸術的な）

気がついたら自
分に寄り添って
いるもの

（文化芸術）

心を豊かにす
るツール

音とリズムを
楽しむ
頭の体操

昔から見たり
（自分の人生の）
感じたり体験して

いるもの
（文化的な）

生活を豊かに
するもの

各地域で育ま
れるもの
行事

生き方、感性

好きな事、趣味
の仲間を通して
会話をし楽しい
時を過ごす。
仲間作り

誰かが「作
る」「受け継
ぐ」をしてい
きた何かしら
美しいもの

人と人とつな
ぐ事ができる

１）「文化芸術・文化的な・芸術的な」って具体的にどういうこと？

２）真庭市で文化芸術を楽しむためには何が必要？

多目的に利用で
きるスペースの
室が複数ほしい
利用が難しい
（確保がしにく

い）

真庭の史料館
1.美術館

2.多目的ホール
点在ではなく
久世中心

感想の共有 きっかけや
理由

広い板張りの
室がほしい
多目的な利用 お金が必要

３班-2

知ろうとする
気持ち（？） 発表の機会

個人と集団の
バランス
思いやり
情熱

つどう場
ネットも

文化芸術を楽
しむ時間

（生活が忙し
い人が多い）

人との
つながり

文化芸術してい
る人やイベント

の発信

部活動をきっか
けに子どもも家
族も楽しめるの
で部活動の充実

場が必要
アーカイブ事業
過去へつながる
未来へつなげる

知る事
みつける事
尋ねてみる事

×人口減少

×中高の部活
地域移行

7

8
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３）文化芸術をとおして人々がつながるためにはどうしたらよいか？
３班-3

１）「文化芸術・文化的な・芸術的な」って具体的にどういうこと？

４班

自分の世界を
のびのびと思
うがままに表
すこと

生きる糧とな
る行為

個人的（パー
ソナル）だけ
ど社会的（パ
ブリック）

心を豊かにす
るもの

守り伝えてい
くもの

ひとの暮らし
の中での個人
の集団の地域
での表現発信

者

引き継がれて
いるもの

あらゆる
人の営み

文化（的）は
1人ではでき
ない

昔から引き継
がれているも

の

人々の営みは
結構何でも文
化になる？

こころが気持
ち良くなるそ
の地域で共感
されているも

の

自分を
表現する

自分の世界を
好きに描くこ

と

芸術（的）は
作品があれば
人数とか関係

ない

アートは芸術
（ファイン
アート）でな
くてよい？

人の行いが昇
華されたもの

文化の中に芸
術は含まれ
る？

（文化の一部
が芸術に）

時代によって
価値が変わり

そう

人の特異、普
遍的精神のあ
らわれ

人を感動させ
てくれる作品
（絵とか）

9

10

1616



２）真庭市で文化芸術を楽しむためには何が必要？

若い人が入り
たくなる何か

文化芸術は余
剰ではない
（という意
識）

見る・聞く
⇔

やる・つくる

1.参加するひとたち
（想像がそのひとの
全てが出る）

2.見る側のひとたち
（展示場所、展示方
法）いろいろなこと
に関心を持つ

人（プロ）にお
金をかけるべき
（人を増やす）

バンドスタジ
オがあったら
嬉しいです

４班-2

ナビゲーター
的な人？

芸術について
語り合える人

その楽しみや
感動を共有で
きる人

最初は少し強
制的でもな
い？

人

楽しむための
建物とそれを
告知してくれ
たり支えてく
れたりする人

余裕と表現の
場

文化施設
（図書館、美
術館、博物館

etc)

おだててくれる
ほめてそやして
くれる人

この場に来な
い人のケア

新しいジャンル
に飛び込むきっ
かけを（公民館
講座などで入門
編を教えてもら
いたい）

３）文化芸術をとおして人々がつながるためにはどうしたらよいか？

関係人口？ 色々な表現の
場の提供

サークルを超
える何か

（アンチ八つ
墓村）

４班-3

オプチャ 語り合える
仲間

真庭の文化芸
術を発信

（関係人口の
増加）

芸術などの情報を
教えてくれる人や
芸術好きな人と芸
術好きな人をくっ
つけたりあわせて

くれる人

自分の気持ち
を発信
↓

仲間みつけ

なぜデートで
映画は定番で
美術展ではな
いのか

同好会をつくる
集まる

（集まれる）
機会をつくる

オフ会！ 語り合える
場所、機会

鑑賞≓
おしゃべり

集まり散じて
で最終的には
よくない？

ひとのつながり
必要

リーダーの存在

11

12
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（とても満足）（満足できない）

【回答者：28人】

（35.7％）

（64.3％）

「真庭市の文化と芸術を考えるワークショップ」に関する 

参加者アンケート調査結果 

 

■ 開催日時：2025年 11月 7日（金） 18:00～19:30 

■ 参加人数：28名（4つの班に分け、各班 7名） 

■ 場所： 第 1回 真庭市役所本庁舎 3階会議室 

 

【 問 2：話し合いの満足度 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答した理由（意見） 

【満足度：5と回答した方】 

1 
人それぞれに共感できる部分がたくさんあり、また様々な考え方があるのがよ

く分かった。 

2 
目線が違う普段関わりのない人との会話で、多角的な視点で得られるものが多

かったから。 

3 
自分の意見を発信できて良かったです。他の方の意見や思いが伝わってきて、

みんなが文化芸術に触れ合うためにどうするかが話し合えて良かったです。 

4 
学生の意見を聞くことができて良かったです。自分と似た意見、異なる意見を

知ることができました。 

5 熱意を持った方々と話すことができて楽しかったから。 

6 中学生を含め、初めて出会った方と色々話せて楽しかったです。 

7 
中学生や若い人、ベテランの人、それぞれの考えや思いを出してもらい、共感

できたこと。 
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 回答した理由（意見） 

8 自分の考えていない事が出てきたり、新たな気づきがあったから。 

9 温かい雰囲気で色々な話ができました。 

10 自分の意見にないような話を聞けて、文化芸術について理解を深められた。 

11 とても雰囲気良いグループで、話も盛り上がりました。 

12 
中学生の自分の意見を真剣に聞いてくださったし、皆さんの全然違う観点から

の意見がでて面白かった。 

13 
自分が思っていた文化、芸術とは違う視点観点の意見交換ができて面白かっ

た。 

14 色々な年代、立場の意見があって満足できた。 

15 
みんなが色々な職種で、自分の知らない意見を知れて楽しかった。ディスカッ

ションをもう少ししたかった。 

16 色々な話ができて楽しかった。 

17 それぞれの人の思い、個性がある意見を聞くことができた。 

18 - 

【満足度：4と回答した方】 

19 
色々な年代の方と話をして、一緒の場で話しをする機会がとても良かったで

す。 

20 色々な世代で協議ができる会だった。 

21 色々な考えがあったけど、皆似ているかも。 

22 自分の思いを共有できた。 

23 普段つながりのない方と、文化事業の意見を聞けた。 

24 - 

25 
進行役等が上手く決められなかったので…。でも色々な年代の方と、様々に異

なる意見・視点を知れて有意義でした。 

26 なんだかんだと話題は出た。 

27 自分の好きなことを語れたから。聞いているだけで学びになった。 

28 普段関わらない方とお話できて楽しかったです。 
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（7.1％）
（17.9％）

（75.0％）

【回答者：28人】

【問 3：発表についての満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答した理由（意見） 

【満足度：5と回答した方】 

1 
発表ごとに意見があり、とても興味深かった。高校生の発表がとても頼もしく

感じられた。 

2 
まとめる～流暢に話されていて、言葉がなくなることがないのがすごいと思っ

た。 

3 班で出たことを全体で共有でき、可能性が広がったと思えたからです。 

4 グループによって特色がでていて面白かったです。 

5 グループで出なかった意見も聞けて、深めることができたから。 

6 市で大切にしていきたい事を発表できて良かったです。 

7 上手にまとめてくださったから。 

8 まとめてくださりありがとうございました。 

9 全員で出した様々な意見を綺麗にまとめてくださった。 

10 各グループ色々な話がされていて、聞いていて楽しかった。 

11 
発表してくださった方が、皆さんの意見を上手にまとめてくださり、しっかり

班としての意見を伝えてくださったから。 

12 話をまとめて話してもらえた。グループ別ではあるが、思いは変わらない。 

13 時間のない中で、良くできたと思う。 

14 - 

15 
意見をまとめて発表できた。他の班の意見も聞けて、班ごとに違った考えが出

ていたことを知ることができた。 

16 話を聞いてくれてうまくまとめてもらってよかった。 
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（人）

（とても有益）（有益とはいえない）

（19.2％）

（80.8％）

【回答者：26人】

 回答した理由（意見） 

17 三井さんは愉快でよい。 

18 中高生の意見が新鮮で面白かったです。もっと聞きたいと思いました。 

19 芸術や文化にまとめるなどないと思ったから。 

20 - 

21 色々な意見が出たことをまとめて話してくださいました。 

【満足度：4と回答した方】 

22 高校生の方が頑張ってくれました。 

23 班としてまとめきれていない中、頑張って発表してもらった。 

24 上手にまとめてもらったから。 

25 - 

26 - 

【満足度：2と回答した方】 

27 まとめるという時間が足りない。 

28 うまくまとめられなかった。 

 

 

 

【問 4：ワークショップの有益さ】 
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【問 5：自由意見】 

 

 意見内容 

1 

真庭には本物が少ない、という意見があり、これといったものが浮かばないな

と思いました。文化・芸術について、こんなにも考える機会はなかったので楽

しかったです。 

2 集約は困難と思うが、できるだけ多くの人が共感できるものにしてください。 

3 情報発信がほしいです。 

4 
企画（楽しめるような）に参加させてくれるような、面白い情報を真庭市のイ

ンスタでお願いします！！ 

5 
参加するタイプ、見て楽しむタイプ、スタンスによって考え方が変わってくる

が、真庭市で楽しむには、参加の意識がある程度必要。 

6 

湧き上がってくるものがあればどんどん続けるけど、迷惑なものもあるかも

（音量とか）。そもそも文化、特に芸術というものが言葉で言えるものかわか

らない。醸しだすもの。 

7 
文化芸術に対するハードルが少しでも下がるように、様々な年代、国籍等が参

加できるイベントを企画していければと思います。 

8 発表する場や、交流する場がもっとほしい。 

9 子ども達の意見を大切にお願いします。 

10 

もっと身近に、もっと響きあえるような、いろいろな仕掛けができそうに感じ

ました。まずは、やってみること、語ってみること、聴いてみること、が大切

だなと思いました。 

11 博物館ほしいです！！（真庭市全体の事を学べるような施設） 

12 

真庭は市民の方が様々な活動をされていて、MITや SNSでも発信が多く素晴ら

しいと思う。TV（ニュース）で観て、行ってみたい、となります。普段会わな

い方々とお話できて良かったです。 

13 - 

14 
「みんなちがって、みんないい」と思いました。色々な年齢で、色々な話が聞

けて楽しかった。 

15 - 

16 
伝統のあるものは残していく。大人～小人に、特に盆踊り、祭り、地域にある

歴史、共有する場所をつくる。 

17 

文化という大きなくくりだけでなく、個別のテーマでもするべき。7人中、3人

地域クラブに関する不安や意見も出た。内 1人保護者、1人は中学 1年生でし

た。関心が大きいテーマだと思う。ぜひ。 

2222



 

 

 意見内容 

18 

今あるものを壊さないのも大切だと思うけど、新しいものを取り入れるのも大

事。交通機関とかも仕方がないけど、もっと充実していると人が増えるのにな

ぁ。車がないと、観光にも来るの難しい。 

19 

文化をいかに継承するのかが大切。そのためのアーカイブ事業が必要。過去と

つながる、未来へつなげる。参加した中高生と話しができて良かった。この中

高生へ、いかにつなげていくかを考えていく必要あり。 

20 
今回、真剣に文化芸術の話ができる人がこんなに集まり、熱く語れて希望がも

てました。 

21 

部活動（吹奏楽）について、来年から不安があり、聞いてくれる場がほしかっ

た。今回みんなが共感してもらえてよかった。部活動の実証に当たってから感

じることあるので、ワークショップしてほしい。今回は楽しかったです。 

22 
現状、蒜山に片寄っているが、都市的な場として必要な文化施設と人はもう少

し充実が必要。市の「核」になる所はどこか、何か？ 

23 - 

24 - 

25 気持ちだけでない。本気度。 

26 もっと触れ合う場所をつくってほしい。 

27 - 

28 

芸術祭などイベントが多いのは嬉しいです！共有できる場（オフ会とかカフェ

とか）あれば嬉しいです。森芸の時、奈義に森山未來さんがいらしてましたが、

ちょっと有名なアーティストの方などゲストのイベントなどテンション上が

ります！ 
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「ヒアリング～聞いてみた！真庭市での文化芸術の楽しみ方、つながり方って？～」

人・コミュニティ 場・機会 意識・環境 その他 人・コミュニティ 場・機会

2025/12/10 柴田 祥子 しましま企画 アートイベント企

画、ギャラリーカ

フェ経営

人を育てる・つなげ

る / 作品を通じて

共感 / 対話型鑑賞 /

学びの場 / 五感で

とらえる / 協同作

業 / 開かれた場

・人を育てるものであり、人をつなげるもの

・作品を通して他者を知る。共感するもの。

・作品を介してコミュニケーションするもの。

・未知との遭遇をする場

・学校とは違った角度からの学びの場（自分で発見していく行

為。作家の意図を知り共感・共鳴する）。

・理解不能を楽しめること

・直視すると意識が変わるもの

・脳みそではなく五感でとらえるもの

・感性と理性の両方が大切

・知識だけでなく自分の頭で考える（「どうしてこれがあるん

だろう？」）。

・お腹一杯になるものではないが、人が生きる上で大事なこ

と。

・物・空間についてしゃべり合い、シェアすること。

・媒介する人（評論家・解説者・案内人など）

・対話型鑑賞

・体験の場・機会

・映画館・劇場・ホール・書店・図書館

・カフェやバーなど

2025/12/14 江南 泰佐 大阪音楽大学特任准

教授

ミュージックコミュ

ニケーション専攻

芸術は出来事 / 文

化は集積 / 挑む意

識 / 場と機会の創

出 / 地域住民の自

発性 / よろこびの

持続性

・人は文化や芸術を創り出す媒体（メディア）であり、その活

動は個人が「生きる手応え」を掴もうとする営みの現れであ

る。人が集まり集団となることで生まれる文化は、時に人々を

縛る制約ともなるが、それこそが文化の宿命である。

・文化とは、新たな価値を構築すると同時に既存の枠組みを壊

していく新陳代謝を内包するものである。集団による文化活動

は、その地域やコミュニティに所属しているという「誇り」の

体現に他ならない。

・芸術とは、完成された「作品」そのものを指すのではなく、

作品と鑑賞者が出会う「出来事」を指す。この出来事の積み重

ねが、文化を形成する。

・しかし、現代では芸術が出来事ではなく単なる「サービス」

として消費される傾向にある。本来、芸術は美術館のような特

定の場に限定されるものではなく、人と作品が対話し、出会う

場そのものに宿るもの。

・したがって、文化芸術を創出するには、作品と鑑賞者の間に

双方向のコミュニケーションが生まれる場を設けることが不可

欠。

・文化芸術とは、その土地の風土や歴史、自然環境、あるいは

城下町や街道といった社会環境に深く影響され、それらと相互

に作用しながら生まれるもの。

・また、それは固定されたものではなく、時代の変遷とともに

形を変え、拡大し続けていくもの。

・スポーツ文化、車文化など、人間の営みの集積はすべて文化

と捉えることができる。文化は、地形や気候といった自然環境

から影響を受けながら形成されるが、同時に方言や作法のよう

に人を縛る側面も併せ持つ。

・「文化芸術」を抽象的な主語として扱うのではなく、「〇〇

することは芸術活動だ」という具体的な行為として捉え直すこ

とで、より豊潤な対話が可能となる。

・文化は社会と並列しうるが、芸術は文化とリンクしつつも、

時には既存の文化と相反し、それを更新する性質を持ってい

る。

・芸術活動は個人の内面からの発露であり、既存の文化を補強

することもあれば、文化が個人を縛る「圧」となった際にそれ

を破壊し更新する原動力にもなる。文化や社会が、自らの変化

や破壊を許容し内包してこそ、価値を持続的に再生産し続ける

ことが可能となる。

・例えば盆踊りにおいても、単なる一方的な継承ではなく、若

い世代の提案を上の世代が許容する柔軟なメカニズムこそが、

文化を未来へ繋ぐ鍵となる。また、こうした文化的な寛容さや

豊かさの指標として、単なる経済性ではなく「長寿率」を掲

げ、長寿を皆で喜び合えるようなまちを目指してはどうか。

・地域住民が自発的に場や機会をつくっていかないといけな

い。行政から与えられてできるものではない。

2025/12/19 三宅幸子

岡村一郎

公財）真庭エスパス

文化振興財団

公益財団職員 地域文化の継承 /

図書館の居場所づく

り / 地域特性を活

かす / 口コミ・井

戸端会議の効果 /

SNS活用

・文化は地域や人との関わりの中で生まれ、芸術は地域の人に

よってつくりあげてきた。

・住んできたひとが続けて来たもの。生活からうまれてきたも

の。

（例えば食文化、お雑煮のちがいなど）

・それぞれの地域の人が美しいと思って残してきたもの。北房

は神楽、落合は花火、久世・勝山は祭りのだんじりなどが例と

して挙げられる。

・ジェンダーの問題はあるが、地域の伝統的な祭りには男らし

さ、女らしさを活かしたそれぞれの役割とそれを担うことの意

味もあるのではないか。

・若い人の中には顔を見せない活動、アバターでの活動（例：

Ｖチューバーなど）を好む傾向がみられる。実際に足を運ぶこ

とだけではなく、会場から離れていても、文化芸術活動は可能

になってきている。

・地域なりにその地域に合ったものをしていくべき。重要なの

はその量や予算額ではない。内容が地域にあっているかどうか

ということ。

・真庭市は広いので、地域毎にそれぞれ文化的特質があり、そ

れを前面に出したら面白い街になっていく（「この地域は●●

です」といった宣言をするなど）。

・図書館は居場所づくり、イベントやワークショップを想定し

た場づくりが重要。街に出ていく司書（学校等での読み聞かせ

等）の存在を活かす。

2025/12/19

・12/26

西川 正 真庭市中央図書館 図書館運営、文化イ

ベント

あそび＝文化芸術 /

ソーシャルキャピタ

ル / コーディネー

ターの重要性 / 一

緒にやることでつな

がる

・例えば祭りはあそび（神あそび）。その中でお互いを知り、

人の関係をきづく。人、コミュニティにとって必須。

言葉が通じなくても、音楽、スポーツもコミュニケーションの

ツールとなる。サッカーもボール一つでコミュニケーションで

きる。世界で通じる言語。ダンスもそう。盆踊り。

・対話ができる環境を整えれば市民が動き出す。

・Play（あそび）の時間を増やしていくのが文化（芸術）。正

解がわからないから遊びになる。夢中になる時間がすなわち

ウェルビーイングの状態。

「あそびは文化芸術（活動）」

これには大きく分けて二つの意味がある。

① ひとつはPlay（音楽・演劇・スポーツをプレイする、な

ど）そのこと自体、その時間そのものが、その人にとって重

要。木登りは楽しいが、それを別の価値に変えられない。それ

自体がその人にとってのあそび。「あそびをせんとや生まれけ

ん」。

② もうひとつは車のハンドルのあそびなどという場合の余白

のあそび。一見不要不急なのだがそれがないと文化芸術が回っ

ていかない。

個人の生活にとって余白のあそびは重要。

・「真庭らしさ」とは本人によいことをすること。 ・趣味のサークルやボランティア活動は、地域の社会関係資本

（ソーシャルキャピタル）として重要な要素。しかし、既存の

集団は人間関係の維持を優先するあまり、新規加入者に対して

閉鎖的になりやすい。

・新規加入者にとっての「敷居の高さ」を解消するには、受け

入れ側が新人を本気で仲間として迎えようとする姿勢が鍵とな

る。また、新規加入者が安心して活動できるよう配慮し、集団

を管理するコーディネーターの存在が不可欠。

・活動を牽引する者に熱意があり、それに共感する人が集まる

ことで、持続的で開かれた活動が成立する。

2025/12/22 瀧﨑昌惠 真庭市交流体験施設

匠蔵（NPO）

文化芸術事業の企画

運営

文化は歴史、芸術は

制作 / 気軽に触れ

る習慣 / 語り合う

場の重要性 / 多様

な年代の交流

・文化としてすでにあるものを芸術として目覚めさせる、気づ

きをうながす。

それは人のコミュニケーションの場から生まれる。

・芸術の場に子供時代から触れさせる機会があれば、見る目が

育つのでは。

文化は歴史、芸術は制作（つくる）

何でも深く取り組むと文化になり、芸術になる

蒜山のガマ細工、美甘の手毬など伝統的なものは文化になる

が、

それを芸術まで引っ張り上げる手助けをするのがひしおの役割

だと思っている。

気軽に美術館やコンサートに行く習慣を身に着けると、知識が

深まる、自分からもっと深く知ろうという気持ちが起こる。ど

うやって作ったのか、ということに興味がわいてくる。人生の

中で興味の範囲を広げられる。

知らない人同士でも共通の興味関心の中でコミュニティが生ま

れる。

2025/12/22 眞柴幸子 一般社団法人真庭観

光局

観光ツアー企画運営 お祭りで人をつなげ

る / 子ども連れで

行きたい場 / デジ

タル活用（ゲーム・

アプリ） / 季節ご

との体験型企画

・お祭りなどのように、人をつなげるもの。 ・学校とは違う学びがある場や機会。

・子ども連れて行きたくなる場所。

・一見堅苦しいイメージ、敷居が高いイメージがあるが、実際

行ってみると自分の感性で学びが得られるので、行ってみない

とわからないもの。

・幼いころから文化芸術に触れていれば、自然に受け入れるよ

うになる。

もしかしたら将来のやりたいことにつながるかもしれない。美

術館に連れていきたいと思う。

・コンソーシアムを立ち上げ、バラバラに行っている催しを整

理して博覧会として見せる（勝山クラフト市や湯原っしいのよ

うなイベントをイメージ）。

・ゲーム文化：ゲームをうまく使って真庭のこどもたちに文化

芸術を体験させる。

・町並みを使った体験型の博覧会（例：２０２５津山まち博な

ど）を行う。

・季節ごとに文化芸術を体験できるプログラムを実施する。

2025/12/23 前原茂雄 真庭市蒜山郷土博物

館

地域文化研究・展示 表現者と鑑賞者の関

係性 / 地域性を活

かした場 / 芸術の

洗練過程 / 地域資

産の発掘と昇華 /

自立的活動

・個人や集団が必要だと思って続けてきた行為やその産物が第

三者に評価されたときに芸能・芸術となりうる。

・二人以上の関係、鑑賞者がいることで芸術がうまれる（表現

者と観客の関係）。作者が意図したとおり伝わらないこともあ

り、むしろその方が多い。ただ鑑賞者が作品を深く知ろうとす

る事で、作家に共感することができる。また鑑賞者が作品につ

いて考えることで、審美眼が鍛えられる。

・文化芸術には絵画のように言葉を介さないもの、詩歌のよう

に言葉を介するものがある。

・作家が表現したいという欲が生まれ、作品を第三者と共有し

たいという欲望が生まれ、芸術になる。

・場そのものが文化芸術ではなく、表現者と鑑賞者の関係性が

場や機会を形成したり選んでいく。文化芸術はそれに相応しい

場や機会を選んで行うことに意味がある。

・文化芸術の場には様々な種類がある。例えば、専用劇場、広

場、公民館、座敷など。

・その芸術を表現するのに最もふさわしい場がある。本来座敷

で行われていた神楽を大ホールでやっても面白くない。逆に歌

舞伎やオペラを座敷でやるのはふさわしくない。

・芸術にふさわしい環境はその種類によって違ってくる。

地域で生まれた芸術（地域性の濃いもの）は地域で鑑賞するこ

とが大事。

現代美術などは同じ作品でも、東京で見るものと蒜山で見るも

のとは違う。

・趣味として文化活動をする人は多いが、その土地から生まれ

たものやその土地独自のもの、歴史については興味関心を示す

人が少ないのは残念。

・文化とは、人間がより良く生きるための知恵や工夫の積み重

ねであり、芸術はその中に内包される一分野。

・本来は生活道具や祈りのための行為（おどり等）に過ぎな

かったものが、時代の変化とともに洗練・昇華され、第三者に

美的価値を認められることで「芸術」として認識されるように

なる。

・作家は感性と技術を磨くために、表現（アウトプット）だけ

でなく知識の吸収（インプット）に努めるべきである。若手支

援は重要だが、自立を妨げないよう過度な助成は避ける必要が

ある。

・地域の文化芸術を深めるには、外部の表現者に頼るだけでな

く、助言や指導ができる人材を地域内で育成することが肝要で

ある。また、文化芸術は鑑賞者の知的好奇心を刺激し、異世界

への興味を促すものでなければならない。

・ただし、提供される作品は玉石混交であるため、両者を繋ぐ

コーディネーターの役割が鑑賞の質を左右する。

■実施期間 令和７年12月11日(木)～12月26日(金)

■対象者 7名（有識者、文化施設職員、観光局、文化芸術イベント関係者）

設問②「〇〇をすることで、文化芸術活動がさらに深まる？」
ヒアリング

実施日
対象者 所属

文化芸術との関わ

り

主要な意見・キー

ワード

設問①「「○○は文化芸術（活動）」という場合の○○とは？（具体的に）]

1/22424

00000223
テキストボックス

◆ヒアリングまとめ




「ヒアリング～聞いてみた！真庭市での文化芸術の楽しみ方、つながり方って？～」

2025/12/10 柴田 祥子

2025/12/14 江南 泰佐

2025/12/19 三宅幸子

岡村一郎

2025/12/19

・12/26

西川 正

2025/12/22 瀧﨑昌惠

2025/12/22 眞柴幸子

2025/12/23 前原茂雄

■実施期間 令和７年12月11日(木)～12月26日(金)

■対象者 7名（有識者、文化施設職員、観光局、文化芸術イベント関係者）

ヒアリング

実施日
対象者

意識・環境 その他 人・コミュニティ 場・機会 意識・環境 その他

・自分が創ることで考える、内面への落とし込みができる

・触れやすい、親しみやすいこと

・文化的行為は楽しい、しかし楽しいだけでなくその一歩先を

考えていくことが重要。

・見た感想を人としゃべり合う、共有する

・自分で創ること

・同志を作ること

・芸術を創るだけはなく、その先に一歩進ん見せ方（魅せ方）

を工夫する。

・誰でもがそれに関われるようにする。

・何かを一緒にやるということ。 ・開かれた場所であるということ

・図書館・公園など、誰でも気軽に入れる場所

・来やすい場所

・駅の活用

・強制・強要しないこと。最初から役割を強制しない。

・一緒に動いて作った者どうしで完成したものを一緒に楽しめ

る環境づくりが重要

・場所と機会の創出（例：対話型鑑賞）

・協同作業をすること（アーチストインレジデンスでのワーク

ショップ、持ち寄り盆踊り、など）

・市民映画祭、市民音楽祭

・「楽しさ」がその場で消費されるものであるのに対し、文化

芸術における「喜び」とは、次なる欲求や行動へとつながる持

続的なものである。観光のように既知の答えを確認するだけの

消費活動とは異なり、文化芸術は自らの生きる手応えを確認し

ながら向き合うべき対象。

・文化芸術の本質は、単に親しみ楽しむことではなく、作品と

の対峙を通じて自らに「挑む」ことにある。鑑賞者も表現者

も、社会に対して主体的に働きかける「挑む」姿勢を持つこと

こそが、真の文化芸術体験において重要。

・文化が個人の自由を縛る「圧」となったとき、芸術は既成の

枠組みを更新する重要な役割を果たす。本来「文化」と「芸

術」は必ずしも調和するものではなく、時には対立する構図に

もなるが、その葛藤を認めることが大切である。また、既存の

文化を補強するための芸術という側面も存在する。

・ウェルビーイングやSDGsといった概念が新たな社会的圧力

となる中で、自己否定感や不安などの「イルビーイング（ネガ

ティブな状況）」にある人々を、そのまま受け入れ、許容でき

る懐の深さを持つことも、まちの重要な文化力。

・「人が資源」というのが真庭のコンセプトだと思うので、

（文化芸術に関わる）人材がどんどん街に出て行くこと。

・図書館などの文化施設は、単なる建物ではなく積極的な活動

の場として位置づけるべきである。重要なのはプログラムの良

し悪しだけでなく、館長や学芸員といった専門家が地域へ出向

き、住民に「顔が見える」関係性を築くこと。

・また、盆踊りなどの地域文化を可視化し、各地区が競い合う

ような「挑み合い」の機会を創出することで、地域の機運を高

めることが有効。対話を通じて場を育む「まにわBAUM」のよ

うな取り組みを継続し、人々が主体的に関われる環境を整えて

いく必要がある。

・文化芸術活動を活性化させるためには、誰もが積極的に意見

を発信できる開放的な雰囲気づくりが不可欠。外部からの集客

を優先するのではなく、まずは地域住民が自ら「集まりたい」

と思える場を構築すべきであり、地元の活気こそが結果として

外からの人々を惹きつける力となる。

・また、チンドン屋のような精神で人々を巻き込むパレードや

キャラバンなど、日常を動かし、住民を巻き込むための戦略的

な仕掛けづくりも極めて効果的。

・文化芸術の専門家と地域住民の双方がまちへ繰り出し、互い

に交流し合えるような社会的な機運をいかに醸成していくかを

検討すべきである。

・文化芸術は１００年先をイメージしながら進めていくと最適

なものになっていくのでは？

・時代は巡っていくので、その時代や地域にあったものを発掘

していくことが大事だと思う。

・真庭市では他にない文化芸術事業が多い。市民参加の第九演

奏会、アウトリーチ、岡フィルとの協定事業など。

・エスパスで毎年行われる第九演奏会をいつもは真庭いきいき

テレビの放送で楽しんでいたが、今年は会場に足を運ぶという

方がおられた。

・チラシの効果もあるが、口コミで集客に差がでてくる。それ

が田舎と都会の違いかもしれない。

・井戸端会議の効果は大きい。各地域でローカルインフルエン

サー（地域のおばちゃんたち）というべき人がおり、その人た

ちの力は侮れない。

・MITが地域のつながりを深めた。

・市の広報誌とともにエスパス情報誌を全戸配布しているの

で、それを見て来てくれる方が多い。

・その他の情報発信媒体も有効に活用している。ホームページ

を始め、SNS（フェイスブック、インスタグラム、X、ティッ

クトック）等。

SNSの種類は世代によって異なり、若い世代になるほど、文字

媒体から動画媒体を好む傾向がある。

・歌声喫茶や高齢者サロンでは人のつながりが生まれやすい。

・「だれかと一緒に」があるから、何かが生まれていく。現代

人の暮らしの中でデジタル化や合理化が進むと、だれかと一緒

にいるという時間が減っていく。だれかと一緒に何かをしてい

くことが文化の力となる。

・伝統文化においては正しさ、こうすべき（仕来りや型）があ

るが、そこにあそびはない。伝統とあそびがうまく噛み合った

ら文化芸術が活き活きと動きだす。

・江南泰佐さんが仕掛人となって開催した勝山の盆踊り（勝山

もちより盆踊り）は、最初、地元の人々の理解を得るのに苦し

んだが、根気強く説得を続け風通しが良くなってからは参加者

が増え、最初は反対していた地元の方も参加してくれるように

なった。

・人々がつながるためには、誰かと共に「食べる・遊ぶ・働

く」という行為を段階的に共有することが有効。

・ただし、集団の中には自由な環境を好む者もいれば、自由す

ぎると不安を感じる者もいる。多様な個性に配慮し、参加者が

一丸となって物事に取り組めるよう調整するコーディネーター

の存在が必要不可欠である。

・文化芸術活動への参加を促すには、入り口を広げ、参加者が

自発的に関われる場を設けることが重要。行政主導の講演会の

ような受動的な形式ではなく、自由に発言できるワークショッ

プなどを通じて、人々がつながる機会を創出するべき。

・近年の美術ワークショップは「作ること」から「観ること」

へと重点が移りつつある。作家がファシリテーターを務める対

話型の活動や、地域に滞在して住民と交流するアーティスト・

イン・レジデンスのような取り組みは、地域との深い交流を生

む有効な手段となる。

・ワークショップ等の活動は参加者が固定化されやすいため、

学校など多様な機関と連携し、関心の薄い層へも参加の機会を

広げることが重要である。

・活動の核となるのは「大人が本気で遊ぶ」姿勢である。「未

成線プロジェクト」のように、架空のテーマに没頭して議論を

楽しむような遊びの環境こそが、人々を強く結びつける。

・「不要不急」だが心躍る活動に共感する人が増え、まちの空

気として定着していくことが、住民のウェルビーイング（幸

福）の向上につながるのである。

・伝統文化は固定的なものではなく、長い歴史の中で変化し続

けてきたもの。文化芸術において重要なのは、建物の豪華さで

はなく、そこで行われる活動（ソフト面）と、住民と共に活動

を推進する「人つなぎ」のコーディネーターの存在である。島

根県益田市の成功例が示す通り、施設よりも人づくりに予算を

投じることが肝要。

・また、地域の子どもたちが将来帰郷したくなるような土壌を

作るには、大人が地域の歴史や文化を知識として教えるだけで

なく、自ら本気で楽しみ、自由に自己表現している姿を見せる

ことが重要。大人が「大っぴらに馬鹿ができる」ような開放的

な雰囲気こそが、地域の魅力を形作る。

・文化芸術は、個人の興味や「好き」という感情を介して、見

知らぬ者同士や異なる世代をつなぐ力を持っている。鑑賞後に

感想を語り合える場を設けることは、参加者の満足度を高め、

次回の活動へとつながるリピーターを生む重要な鍵となる。

・今後の企画においては、単発の開催で終わらせるのではな

く、文化芸術とイベントの間で相互に人の流れが生じるような

継続的な仕組みづくりが求められる。また、特定の時期に同種

のイベントが重なりすぎないよう開催時期を調整し、ジャンル

のバランスを考慮することで、地域全体の活動の質を向上させ

ていくべきである。

・デジタル機器を使ってゲーム感覚で文化芸術を学べるツール

があれば子供にも入りやすい。

・児童に端末が配布されている環境を利用し、真庭のクイズ

ゲームで郷土学習するなどすれば学びが深まる。

・パンフレットでの広報もいいが費用がかかるし修正がなるべ

くデジタル化したらいいのでは？

・昨年観光局として森の芸術祭のツアーを企画した。その際、

アートで人が来るのだということを実感した。

・その場所に行きやすいと思えるようにして、まずは来てもら

う。盆踊りや祭りのように、来て体験してもいいという雰囲気

をつくる。その情報発信も必要。

・学校から家庭への連絡用アプリ（コドモン）に文化芸術情報

を入れて情報発信したら効果があるのでは？親が情報を見て出

かけようというきっかけになる。

・親は子供がゲームばかりしていると孤独でつながっていない

という思い込みがあるが、通信可能なゲームもあるので、ゲー

ムによるネットワークが生まれる可能性は今後注目すべき。

・地域の文化芸術活動を深めるには、市外からの招致など「与

えられたもの」を受動的に楽しむ姿勢を脱し、自らの地域の文

化を主体的に研究・継承する姿勢が必要である。安易な外部委

託やVチューバーによる紹介は、表面的な活動に留まりかねな

い。

・また、活動主体は助成金に依存せず、身の丈に合った自立的

な活動を通じて、持続可能な独自の方法論を確立すべき。

・鑑賞者は多様な芸術に触れて自身の美意識を磨き、表現者は

単に開催することを目的にせず、内容の向上に向けた自己研鑽

に励むことが肝要。

・地域の中にある文化的資産を発掘してそれを芸術的に昇華さ

せていくことが重要。

・地域の姿や文化芸術をアーカイブしていく作業は重要、予算

がないという理由でこれを途絶えさせてしまう。続けていかな

いと早晩散逸してしまう。

・地域で発掘した文化資源は地域に還元していかなければなら

ない。

・単に人が集まるだけでは真のつながりにはならない。重要な

のは、芸術や文化の本質、そしてこの地に集う意義について真

剣に議論を重ねること。

・表現者は、自身の世界に閉じこもるのではなく、他者との対

話を通じて自己を相対化すべきである。また、活動の拠り所を

金銭に求めるのではなく、地域で活動する意味を深く掘り下

げ、その経験を自身の表現に取り入れる姿勢が求められる。

・今後はジャンルの垣根を越え、地域文化と専門性・芸術性を

融合させることで、地域から遊離しない独自の活動を展開して

いくべき。

・文化祭などは地域の人々が趣味の成果だけを持ち寄るのでは

なく、人々がつながるきっかけになるような場や機会を提供す

るべき。

・地域の文化芸術活動においては、単なる個人の趣味の延長に

留まらず、その土地ならではの個性や歴史的な強みを再発見

し、地域全体で共有することが重要である。真庭のような層の

厚い地域文化や、古くからこの地に内在する精神性を掘り起こ

し、共通言語として活用すべき。

・人々をつなぐ動機は金銭だけではない。地域の素材を活かそ

うとする志や信頼関係こそが、持続的な活動の鍵となる。

・地域に根差した要素を表現に取り入れ、地域文化と芸術家が

互いに活かし合う活動こそが、真の文化と芸術を生み出す原動

力となる。

設問②「〇〇をすることで、文化芸術活動がさらに深まる？」 設問③「〇〇によって、人々がよりつながることができる？」
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■ 舞台芸術・公演（ホール）、学習・活動支援（市民センター・公民館）※一部複合施設

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

北房文化センター（北房公民館） 真庭市上水田3131番地 H15 13,496 18,629 19,310 15,536

落合市民センター（落合公民館） 真庭市落合垂水618番地 H27 22,236 30,565 31,434 30,419

久世公民館 真庭市久世2932番地5 S45 19,590 20,581 21,725 18,390

勝山文化センター（勝山公民館） 真庭市勝山319番地 H6 25,835 24,805 32,454 31,850

勝山月田公民館 真庭市月田6838番地1 S63 5,479 6,678 8,498 7,255

勝山富原公民館 真庭市若代343番地8 S59 3,585 3,729 4,809 4,481

美甘市民センター（美甘公民館） 真庭市美甘4134番地 H16 544 523 1,416 3,349

湯原ふれあいセンター（湯原公民館） 真庭市豊栄1515番地 S60 5,721 4,458 5,472 6,994

八束公民館 真庭市蒜山富山根154番地 S52 2,743 3,516 3,800 3,240

久世エスパスセンター

（旧遷喬尋常小学校舎除く）
真庭市鍋屋17番地1 H9 26,120 29,634 20,721 37,657

計 125,349 143,118 149,639 159,171

■ 展示・保存（博物館・ミュージアム等）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

蒜山郷土博物館 真庭市蒜山上長田1694 H4 3,412 4,078 3,204 3,830

真庭市交流体験施設匠蔵 真庭市勝山162番地3 H17 8,956 9,804 9,109 14,887

蒜山ミュージアム 真庭市蒜山上福田1205-220 R3 34,084 18,196 13,050 19,335

計 46,452 32,078 25,363 38,052

■ 図書館

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

真庭市立中央図書館 真庭市勝山53-1 H30 60,262 65,198 71,989 69,864

真庭市立蒜山図書館
真庭市蒜山下福田305番地（蒜

山振興局庁舎内）
H31 9,340 8,325 8,727 9,409

真庭市立湯原図書館 真庭市豊栄1515 R2 4,338 5,686 6,223 6,290

真庭市立美甘図書館
真庭市美甘4134（美甘振興局2

階）
H16 2,512 2,420 2,916 3,374

真庭市立久世図書館
真庭市鍋屋17-1（久世エスパス

センター2階）
H9 31,784 31,856 25,016 30,523

真庭市立落合図書館
真庭市落合垂水618（落合総合

センター2階）
H28 14,227 14,145 13,836 16,216

真庭市立北房図書館 真庭市上水田3131 H15 7,893 7,938 9,795 10,339

計 130,356 135,568 138,502 146,015

■歴史的建造物

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

旧遷喬尋常小学校校舎 真庭市鍋屋17番地１ M40 6,940 13,087 16,712 17,111

■伝統工芸館

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

郷原漆器の館 真庭市蒜山上福田428-3 H7 108 126 110 580

施設名

施設名
利用者数（人）

施設名
利用者数（人）

施設名 所在地 開館年
利用者数（人）

施設名 所在地 建築年
利用者数（人）

所在地 建築年

所在地 建築年

利用者数（人）

所在地 建築年

文化芸術施設利用状況（R３年度～R６年度）
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◆用語解説 

真庭ライフスタイル（多彩な真庭の豊かな生活）  真庭市が提案する「暮らし方」。す
べての「ひと」が、安心して安全に暮らせる「まち」で、自分や家族、そして地域を大
切に思い、地域資源の中から真庭市で生きる価値を見つけること。市民一人ひとりが
「心の豊かさ」や「自分らしさ」を実感できる持続可能な暮らしのあり方のことです。 

文化（Culture）  ある集団（地域や社会）が共有する生活様式、価値観、習慣、技術
などの総体です。祭り、食習慣、方言、伝統工芸など、歴史の中で世代を超えて受け継
がれる「土壌」のようなものを指します。 

芸術（Art）  文化の一部でありながら、より個人的・個性的な表現活動を指します。
表現者が特定の思想や美意識を視覚・聴覚・身体などで表現し、鑑賞者と共有する創造
的な活動や作品のことです。 

ウェルビーイング（Well-being）  心身ともに満たされ、社会的にも良好な状態にあ
ることを指します。本計画では、文化芸術を通じて得られる「幸福感」や「生活の質の
向上」を指します。 

アウトリーチ（芸術アウトリーチ事業）  手を伸ばすことを意味し、文化施設や劇場に
来るのを待つのではなく、アーティストが学校や福祉施設などに出向き、演奏やワーク
ショップを行う「出前型」の活動のことです。 

メディア芸術  映画、漫画、アニメーションに加え、コンピュータや電子機器などのデ
ジタル技術を利用した芸術表現のことです。 

DX（デジタルトランスフォーメーション）  デジタル技術とデータを活用して、人々
の生活をより良いものへと変革することです。本計画では、情報発信の最適化や文化資
源のデジタルアーカイブ化などに関連します。 

サードプレイス（居場所）  自宅（第一の場）でも職場・学校（第二の場）でもない、
個人がくつろげる居心地の良い「第三の居場所」のことです。既存の文化施設をこのよ
うな交流拠点へアップデートすることを目指しています。 

コーディネーター（つなぎ手）  表現者（作家）と鑑賞者（市民）の間に入り、作品の
理解を助けたり、人と活動をつないで新しいプロジェクトを動かしたりする役割の人材
です。 

KPI（重要業績評価指標）  目標の達成度合いを測るための定量的な指標です 。本計
画では、従来の「参加人数」などの数値に加え、今後は「心の豊かさの実感度」といっ
た多角的な指標の導入も検討されています。 

PDCA サイクル  Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Action（改善）を
繰り返すことで、施策を継続的に改善していく管理手法のことです。 

シビックプライド  市民が自分の住むまちに対して抱く「誇り」や「愛着」のことで
す。地域の文化資源を活かすことで、単なる地元愛や郷土愛に留まらず、「自分ごと」
として積極的に関与しようとする意識を啓発し、このシビックプライドの醸成を図りま
す。 
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◆真庭市文化芸術推進計画策定の経緯 

 

〇第 1回真庭市文化芸術推進計画策定検討委員会 

開 催 日 令和７年 10月６日(月)  

開催場所 市役所３階会議室(２) 

内  容 委嘱状交付、役員選出 

真庭市文化芸術推進計画の策定について 

     現計画の評価とアンケート結果について 

     基本目標と基本方針案の検討 

 

〇ワークショップの開催（真庭の文化と芸術を考えるワークショップ） 

開 催 日 令和７年 11月 7日(金)  

開催場所 市役所３階会議室(1) (２) (3) 

参加者 28 名（市内中学生・高校生・20代～70代の市民、真庭市に在勤の 

方、市内文化施設職員等） 

内  容 オリエンテーション（ワークショップの進め方等説明） 

ワークショップ 

発表、意見交換 

 

〇第２回真庭市文化芸術推進計画策定検討委員会 

開 催 日 令和７年 11月 20 日(木)  

開催場所 市役所３階会議室(1) 

内  容 ワークショップの結果報告 

     素案の検討 

      

〇第３回真庭市文化芸術推進計画策定検討委員会 

開 催 日 令和７年 12月 15 日(月) 

開催場所 市役所３階会議室(２) 

内  容 素案の検討 

 

〇ヒアリングの実施 

実施期間 令和７年 12月 11日(木)～12 月 26日(金) 

対 象 者 7 名（有識者、文化施設職員、観光局、文化芸術イベント関係者） 

 

〇第４回真庭市文化芸術推進計画策定検討委員会 

開 催 日 令和８年 1月 22日(木) 

開催場所 市役所３階会議室(２) 

内  容 原案の確認 

     パブリックコメントについて 

 

〇真庭市文化芸術推進計画パブリックコメント 

期  間 令和８年２月 24日(火)～３月 17日(火) 

28



真庭市文化芸術推進計画検討委員会委員一覧 

職 名 分 野 氏 名 職業・所属・役職名等 

委員長 学識経験者 山下 陽子 一般社団法人人文知応援フォーラムプログラムコ

ーディネーター、真庭市政策アドバイザー 

副委員長 文化団体代表 坂根 秀行 真庭市文化連盟会長 

委員 社会教育委員 長綱 かほり 就労継続支援 B型事業所ジーニー 

委員 観光局 眞柴 幸子 一般社団法人真庭観光局 事業部統括マネージャ

ー 

委員 学識経験者 松村 圭一郎 岡山大学准教授〈文化人類学〉 

委員 文化振興施設 三宅 幸子 公益財団法人真庭エスパス文化振興財団 事業推

進課課長 

委員 学識経験者 山﨑 樹一郎 映画監督 

委員 障害者支援 松田 圭一 スカイハート灯（障がい者アート） 

委員 学識経験者 池田 将 まにわ BAUM、映像クリエーター 

委員 学校関係者 山﨑 清隆 勝山中学校長、真庭市中学校校長会会長 

委員 行政関係者 金谷 健 真庭市生活環境部部長 
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